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概要

! 注意 ! 
この取扱説明書では、 本レベル測定装置の取付および初期設定について説明し ます。 これには、
通常の測定作業に必要な機能がすべて考慮されています。 

設定を簡単に素早 く 行 う には ：

安全注意事項

危険シンボルについての説明
特別な指示については、 各章の対応する位置を参照し て く ださい。

優先度は、 " 危険 " #、 " 警告 " "、 " 注意 "! で示されます。

→ 6 ページ

▼

設置

このセ ク シ ョ ンには、 装置設置時に必要なステ ッ プ と、
設置条件 ( 寸法など ) が記載されています。

→ 14 ページ

▼

配線

本装置は、 大部分は完全に配線され、 すぐに差し込める状態で
発送されます。

→ 32 ページ

▼

表示と操作要素

こ のセ ク シ ョ ンには、 本装置の表示と操作要素の配置の概要が
記載されています。

→ 42 ページ

▼

設定

" 設定 " の章には、 装置をオン し、 諸機能をチェ ッ クする方法が
記載されています。

→ 44 ページ

▼

トラブルシューティング

操作中にエラーが発生し た場合は、 チェ ッ ク リ ス ト を使用し て、
その理由を見つけます。

このセ ク シ ョ ンには、 発生する恐れのあ るエラーを修正するための、
ユーザーによ る対策方法が一覧で記載されています。

→ 61 ページ
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4. 装置を設定し、電源をオンにする

FEI52、 FEI54、 FEI55

• 緑色 LED (  運転可能ステータ ス - 点滅 )
• 赤色 LED (  故障 メ ッ セージ )
• 黄色 LED (✲ ス イ ッチングステータ ス )
• キー (-)
• キー (+)
• モード ス イ ッ チ ( 位置 1 ～ -8)

- 1 ： 操作
- 2 ： 校正 ( 空 / 満タ ン )
- 3 ： し きい値調整
- 4 ： 測定レ ンジ設定

∆s モード / 付着物モード
- 5 ： ス イ ッチング遅延
- 6 ： 自己テス ト
- 7 ： フ ェ イルセーフモー ド (MIN/MAX)
- 8 ： 設定 / ア ッ プロード、 ダウ ン ロード

BA300Fxx003

! 注意 ! 

 各機能を有効にするには、 そのキーを少な
く と も 2 秒間押し たま まにし ます。

BA300Fen002

FEI53、 FEI57S

• 緑色 LED (  運転可能ステータ ス )
• 赤色 LED (  故障 メ ッ セージ )
• デ ィ ッ プス イ ッ チ ( 左 )。

- 標準 ： 測定レンジを超過し た場合に
ア ラーム出力な し

- ： 標準 ： 測定レンジを超過し た場合に
ア ラーム出力あ り

• デ ィ ッ プス イ ッ チ ( 右 )、 スパン 
- レ ンジ 1 ： 0 ～ 500 pF
- レ ンジ 2 ： 0 ～ 1600 pF BA300Fxx004

-- ++
++--

FEI55FEI55
8/16mA8/16mA
111...36V DC1...36V DC

77 33

55

I=16mAI=16mA

∆

∆

-- ++

FEI57SFEI57S
PFMPFM

0.....500pFStandard

0...1600pF
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 指定用途

ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55 および FTI56 は、 粉粒体の リ ミ ッ ト 検出のコ ンパク ト 静電容量式レベル
測定装置です。

1.2 設置、 設定、 操作

ソ リ キ ャ ッ プ M は、 最新技術を用いて安全動作要件を満たす構造を し てお り 、 すべての該当す
る規格および EU 指令に準拠し ています。 しかし、 不適切な使用、 または用途以外の使用を行っ
た場合は、 この装置が適用上の危険の原因になる恐れがあ り ます ( 例えば、 不適切な設置 / 設定
によ る測定物のオーバーフ ロー )。 し たがって、 測定装置の設置、 電気接続、 設定、 操作および
保守は、 オーナー / 管理者から このために権限を与え られ、 訓練を受けた技術職員だけが行っ
て く ださい。 こ の専門職員は、 本取扱説明書を読んで理解し、 これに記載されている指示に従 う
必要があ り ます。 本装置の変更または修理は、 本取扱説明書に明示的に許可されている場合にの
み行 う こ と ができ ます。

1.3 操作上の安全性

1.3.1 防爆区域

測定システムを防爆区域で使用する場合は、 対応する国家 / 連邦規格および規定を遵守する必
要があ り ます。 本取扱説明書の一部と なる別冊の防爆マニュ アルが、 本装置に添付されていま
す。 これに記載されている設置手順、 接続データおよび安全注意事項を遵守し て く ださ い。

• 専門職員には十分に訓練を行 う よ う にし て く ださ い。
• 測定ポイ ン ト に対する計量要件および安全関連要件を遵守し て く ださ い。
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1.4 安全規約およびシンボル

安全関連または代替の手順を示すために、 以下の安全注意事項を規定し ま し た。 各注意事項は、
対応する絵文字で識別されます。

安全注意事項

#
危険！
このシンボルは、 正し く 行わなかった場合、 人が重症を負 う 、 または装置の安全面に危

害を も た らす、 または装置が故障する恐れがあ る行為 / 手順を示し ます。

"
警告！
このシンボルは、 正し く 行わなかった場合、 人が怪我を負 う 、 または装置が故障する恐

れがあ る行為 / 手順を示し ます。

!
注意！
このシンボルは、 正し く 行わなかった場合、 動作に間接的に影響する、 または装置の予

期でき ない反応を引き起こす恐れがあ る行為 / 手順を示し ます。

保護タイプ

0
防爆プロトタイプ試験済み装置
このシンボルが装置の型式銘板上にあ る場合は、 その認可に準拠し て、 本装置を防爆ま

たは非防爆区域で使用する こ と ができ ます。

-
防爆区域
この取扱説明書の図面にあ る このシンボルは、 防爆区域を示し ます。 防爆区域に配置さ

れた装置およびその装置用のラ イ ンには、 対応する爆発防止処置を行 う 必要があ り ます。

.
安全区域（非防爆区域）
この取扱説明書の図面にあ る このシンボルは、 非防爆区域を示し ます。 接続ラ イ ンが防

爆エ リ ア内に続いている場合は、 非防爆領域にあ る装置も認証を受ける必要があ り ます。

電気シンボル

% 直流
直流電圧が存在する、 または直流電流が流れている端子です。

& 交流
交流電圧 （正弦波） が存在する、 または交流電流が流れている端子です。

) アース接続
ユーザーの観点から、 接地システム経由で接地されたアース端子です。

* 保護接地接続
他の接続を行 う 前に、 接地する必要があ る端子です。

+
等電位接続
プラ ン ト の接地システムに接続する必要があ る接続です。 これは、 国家または会社の実

際の規約に応じ て、 等電位化ラ イ ン または放射状接地システムが可能です。

接続ケーブルの温度耐性
接続ケーブルが、 少な く と も 85 ℃ の温度に耐え る必要があ る こ と を示し ます。

t >85°C
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2 識別情報

2.1 装置名称

2.1.1 型式銘板

以下の技術データについては、 装置の型式銘板を参照し て く ださい ：

BA300Fen005

ソ リ キ ャ ッ プ M の型式銘板上の情報 ( 例 )

≤ ≤ ˚˚
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2.1.2 注文に関する情報

ソ リキャ ッ プ M FTI55

10 認定：
A 非危険区域

B ATEX II 1/3D

C ATEX II 1/2D

D ATEX II 3 D EEx nA/nL/nC

F ATEX II 1 D、 II 1/2 GD EEx ia IIC T6

K CSA 汎用 CSA C US

L CSA/FM IS Cl、 I、 II、 III 区域 1+2 グループ A-G

M CSA/FM XP Cl、 I、 II、 III 区域 1+2 グループ A-G

N CSA/FM DIP Cl、 I、 II、 III 区域 1+2 グループ E-G

S TIIS Ex ia IIC T3 （準備中）

T TIIS Ex d IIC T3 （準備中）

Y 特殊仕様、 要問合せ

20 不感帯 L3：
A 選択な し

B 選択な し + 125mm 
付着補償機能

SUS 316L 相当

1 .... mm SUS 316L 相当

5 .... イ ンチ SUS 316L 相当

9 特殊バージ ョ ン

30 感知部 (L1)：
A ～ mm、 鋼

B 325 mm、 鋼

C ～ mm、 SUS 316L 相当

D 325 mm、 SUS 316L 相当

H .... イ ンチ、 鋼

K 13 イ ンチ、 鋼

M .... イ ンチ、 SUS 316L 相当

N 13 イ ンチ、 SUS 316L 相当

Y 特殊仕様、 要問合せ

40 絶縁：
1  完全絶縁 (PE、 ポ リ エチレ ン ) ： 最大 80 ℃

2 75 mm L2、 部分絶縁 (PPS、 ポ リ フ ェ ニレ ン
サルフ ァ イ ド ) ：

最大 180 ℃

3 3 イ ンチ L2、 部分絶縁 (PPS、 ポ リ フ ェニレ ン
サルフ ァ イ ド ) ：

最大 180 ℃

9 特殊仕様、 要問合せ

50 プロセス接続：
AFJ 2"、 150 lbs RF SUS 316/316L 相当

AGJ 3"、 150 lbs RF SUS 316/316L 相当

AHJ 4"、 150 lbs RF SUS 316/316L 相当

BSJ DN80、 PN10/16 A SUS 316L 相当 EN1092-1 (DIN2527 B) 

BTJ DN100、 PN10/16 A SUS 316L 相当 EN1092-1 (DIN2527 B) 

B3J DN50、 PN25/40 A SUS 316L 相当 EN1092-1 (DIN2527 B) 

KFJ 10K 50、 RF SUS 316L 相当 JIS B2220 

KGJ 10K 80、 RF SUS 316L 相当 JIS B2220 

KHJ 10K 100、 RF SUS 316L 相当 JIS B2220 

RGJ NPT 1½、 SUS 316L 相当 ネジ規格 ANSI 

RG1 NPT 1½、 鋼 ネジ規格 ANSI 

RVJ R 1½、 SUS 316L 相当 ネジ DIN2999

RV1 R 1½、 鋼 ネジ DIN2999

YY9 特殊仕様、 要問合せ

60 エレクトロニックインサート；出力：
2 FEI52 ； 3 線式 PNP、 DC 10 ～ 55 V

3 FEI53 ； 3 線式 3 ～ 12 V 信号

4 FEI54 ； リ レー DPDT、 AC 19 ～ 253 V、 DC 19 ～ 55 V

5 FEI55 ； 8/16mA、 DC 11 ～ 36 V
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7 FEI57S、 2 線式 PFM

W FEI5x 用、

Y 特殊仕様、 要問合せ

70 ハウジング：
1 F15 SUS 316L 相当 IP66、 NEMA4X

2 F16 ポ リ エステル IP66、 NEMA4X

3 F17 アル ミ ニウ ム IP66、 NEMA4X

4 F13 アル ミ ニウ ム + 気密プローブシール IP66、 NEMA4X

5 T13 アル ミ ニウ ム + 気密プローブシール
+ 分離型端子部

IP66、 NEMA4X

9 特殊仕様、 要問合せ

80 ケーブル接続口：
A M20 ネジ付き ジ ョ イ ン ト

B ネジ規格 G ½
C ネジ規格 NPT ½
D ネジ規格 NPT ¾
G ネジ M20

Y 特殊仕様、 要問合せ

90 プローブデザイン：
1 コ ンパク ト

2 2000 mm L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

3 ....mm L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

4 80 イ ンチ L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

5 .... イ ンチ L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

9 特殊仕様、 要問合せ

100 追加機器：
A 基本バージ ョ ン

D EN10204-3.1 材料  (SUS 316L 相当 ウ ェ ッ ト )、 検査証明書

E EN10204-3.1 材料 (SUS 316L 相当 ウ ェ ッ ト )、
NACE MR0175

検査証明書

Y 特殊仕様、 要問合せ

FTI55 測定物名称

60 エレクトロニックインサート；出力：
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ソ リキャ ッ プ M FTI56

10 認定：
A 非危険区域

B ATEX II 1/3D

C ATEX II 1/2D

D ATEX II 3 D EEx nA/nL/nC

F ATEX II 1 D、 II 1/2 GD EEx ia IIC T6

K CSA 汎用 CSA C US

L CSA/FM IS Cl、 I、 II、 III 区域 1+2 グループ A-G

M CSA/FM XP Cl、 I、 II、 III 区域 1+2 グループ A-G

N CSA/FM DIP Cl、 I、 II、 III 区域 1+2 グループ E-G

S TIIS Ex ia IIC T3

T TIIS Ex d IIC T3

Y 特殊仕様、 要問合せ

20 不感帯 L3：
A 選択な し

1 .... mm SUS 316L 相当

5 .... イ ンチ SUS 316L 相当

9 特殊バージ ョ ン

30 感知部 L1；アンカーウェイト：
A ～ mm、 6 mm ロープ SUS 316L 相当 ； SUS 316L 相当

B ～ mm、 12 mm ロープ SUS 316L 相当 ； SUS 316L 相当

C ～ mm、 8 mm ロープ 亜鉛めっ き鋼 ； 鋼

D ～ mm、 14 mm ロープ 亜鉛めっ き鋼 ； 鋼

H .... イ ンチ、 0.2" ロープ SUS 316L 相当 ； SUS 316L 相当

K .... イ ンチ、 0.5" ロープ 316L、 SUS 316L 相当

M .... イ ンチ、 0.3" ロープ 亜鉛めっ き鋼 ； 鋼

N .... イ ンチ、 0.6" ロープ 亜鉛めっ き鋼 ； 鋼

Y 特殊仕様、 要問合せ

40 絶縁：
1  完全絶縁 (PA、 ポ リ ア ミ ド ) 最大 120 ℃

2 500 mm L2、 部分絶縁 (PTFE、 ポ リ テ ト
ラ フルオロエチレ ン )

最大 180 ℃

9 特殊仕様、 要問合せ

50 プロセス接続：
AFJ 2"、 150 lbs RF SUS 316/316L 相当

AGJ 3"、 150 lbs RF SUS 316/316L 相当

AHJ 4"、 150 lbs RF SUS 316/316L 相当

BSJ DN80、 PN10/16 A SUS 316L 相当 EN1092-1 (DIN2527 B) 

BTJ DN100、 PN10/16 A SUS 316L 相当 EN1092-1 (DIN2527 B) 

B3J DN50、 PN25/40 A SUS 316L 相当 EN1092-1 (DIN2527 B) 

KFJ 10K 50、 RF SUS 316L 相当 JIS B2220 

KGJ 10K 80、 RF SUS 316L 相当 JIS B2220 

KHJ 10K 100、 RF SUS 316L 相当 JIS B2220 

RGJ NPT 1½ SUS 316L 相当 ネジ規格 ANSI 

RG1 NPT 1½、 鋼 ネジ規格 ANSI 

RVJ R 1½、 SUS 316L 相当 ネジ DIN2999

RV1 R 1½、 鋼 ネジ DIN2999

YY9 特殊仕様、 要問合せ

60 エレクトロニックインサート；出力：
2 FEI52 ； 3 線式 PNP、 DC 10 ～ 55 V

3 FEI53 ； 3 線式 3 ～ 12 V 信号

4 FEI54 ； リ レー 
DPDT、

AC 19 ～ 253 V、 DC 19 ～ 55 V

5 FEI55 ； 8/16mA、 DC 11 ～ 36 V

7 FEI57S、 2 線式 PFM

W FEI5x 用、

Y 特殊仕様、 要問合せ
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70 ハウジング：
1 F15 SUS 316L 相当 IP66、 NEMA4X

2 F16 ポ リ エステル IP66、 NEMA4X

3 F17 アル ミ ニウ ム IP66、 NEMA4X

4 F13 アル ミ ニウ ム + 気密プローブシール IP66、 NEMA4X

5 T13 アル ミ ニウ ム + 気密プローブシール
+ 分離型端子部

IP66、 NEMA4X

9 特殊仕様、 要問合せ

80 ケーブル接続口：
A M20 ネジ付き ジ ョ イ ン ト

B ネジ規格 G ½
C ネジ規格 NPT ½
D ネジ規格 NPT ¾
G ネジ M20

Y 特殊仕様、 要問合せ

90 プローブデザイン：
1 コ ンパク ト

2 2000 mm L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

3 ....mm L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

4 80 イ ンチ L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

5 .... イ ンチ L4 ケーブル > ハウ ジング分離型

9 特殊仕様、 要問合せ

100 追加機器：
A 基本バージ ョ ン

D EN10204-3.1 材料  (SUS 316L 相当 ウ ェ ッ ト )、 検査証明書

E EN10204-3.1 材料 (SUS 316L 相当 ウ ェ ッ ト )、
NACE MR0175

検査証明書

Y 特殊仕様、 要問合せ

FTI56 測定物名称



識別情報

13

2.2 納入範囲

納入範囲には、 以下のもので構成されます ：
• 取 り 付ける装置
• 該当する場合は、 ア ク セサ リ  (60 ページ を参照 )

提供される文書 ：
• 取扱説明書
• 認定文書 ( 取扱説明書に含まれていない場合 )。

2.3 認証と認定

CE マーク、適合宣言
本装置は、 最新の操作安全要件を満たすよ う に設計され、 十分試験を受け、 安全に動作する状
態で工場から出荷されています。 本装置は、 EC 適合宣言に指定されている関連規格･指令に準拠
し、 し たがって EC 指令の法的要件を満た し ます。 エン ド レ ス＋ハウザー社では、 本装置が試験
に合格し た こ と を、 CE マーク を付けて証明し ています。

2.4 登録商標

KALREZ®、 VITON®、 TEFLON®

E.I. Du Pont de Nemours & Co., Wilmington, USA の登録商標

ト リ ク ラ ンプ ® 
Ladish & Co., Inc., Kenosha, USA の登録商標
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3 設置

! 注意 ! 
寸法はすべて mm 単位です。

3.1 概要

TI418Fen24
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3.2 ハウジング

ポ リ エステルハウジング F16 

TI418F25

ステン レ ス フ ィ ール ド
ハウジング F15

TI418F26

アル ミ ニウ ムハウジング F17

TI418F27

アル ミ ニウ ムハウジング F13
気密プロセスシール付き 

TI418F28

アル ミ ニウ ムハウジング T13
分離型端子部および 
気密プロセスシール付き

TI418F29

ø85ø85 max. 76max. 76

~
9

7
~

9
7

ø76ø76 max. 64max. 64

~
9

5
~

9
5

ø80ø80 max. 60max. 60

max. 65max. 65

~
1

0
5

~
1

0
5

ø80ø80 max. 60max. 60

max. 65max. 65

~
1

~
11

8
1
8

max. 65max. 65 max. 97max. 97

~
1
3
5

~
1
3
5
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3.3 アダプ タ付きハウジングの高さ

3.4 プロセス接続と フ ラ ンジ

ポリエステル
ハウジング
F16

ステンレスフィー
ルドハウジング 
F15

アルミニウム
ハウジング F17

アルミニウム
ハウジング
F13*

アルミニウム
ハウジング 端子部
分離型 T13*

TI418F30 TI418F31 TI418F32 TI418F33 TI418F34

注文コード 2 1 3 4 5

FTI55、FTI56

H1 125 121 131 177 194

 * 気密プロセスシール付きハウ ジング

H
1

H
1 H
1

H
1

H
1

H
1 H

1
H

1 H
1

H
1

開発中

ロッドプローブ ローププローブ フランジ

TI418Fen35

 (DIN ISO228/I)

TI418Fen36

 (ANSI B 1.20.1)

TI418F37

(EN1092-1)

(ANSI B 16.5)

(JIS B2220)

ネジ R/NPT R/NPT

最大適用圧力 2.5 MPa 2.5 MPa ( フ ラ ンジによ って異な る )

バージ ョ ン / 注文コード R 1½ / RVJ

R 1½ / RV1

NPT 1½/ RGJ

NPT 1½ / RG1

R 1½ / RVJ

R 1½ / RV1

NPT 1½/ RGJ

NPT 1½ / RG1

寸法 H1 = 77

H2 = 25

AF = 50

H1 = 66

H2 = 25

AF = 50

H
1

H
1

H
2

H
2

AFAF

H
1

H
1

H
2

H
2

AFAF

H
1

H
1



設置

17

3.5 ロ ッ ド プローブ FTI55 

! 注意 ! 
ネジの始点からのプローブの全長 ： L = L1 + L3 ( 付着補償機能は 125 mm)

準備中

ロッドプローブ
部分絶縁

ロッドプローブ
完全絶縁

ロッドプローブ
不感帯付き
部分 / 完全絶縁

ロッドプローブ
付着補償機能付き
部分 / 完全絶縁

TI418F38 TI418F39

全長 (L) 100 ～ 4000 100 ～ 4000 300 ～ 6000 100 ～ 4000

ロ ッ ド感知部 (L1) 100 ～ 4000 100 ～ 4000 100 ～ 4000 100 ～ 4000

ロ ッ ド不感帯 (L3) - - 200 ～ 2000 -

部分的絶縁材の長さ (L2) 75 - - / 75 - / 75

プローブロ ッ ド径 + 絶縁材の厚さ 

(mm)

18 

3.5

18

3.5

18

3.5

18

3.5

付着補償機能径

長さ (mm)
- / - - / - - / -

36

125

横方向か らの応力耐量 (Nm) 20 ℃ 300 300 300 200

最大プロセス温度 ( ℃ ) 180 80 80/180 80/180

取付ノ ズルにおける使用 - - X -

タ ン ク天井で結露があ る場合には - - X -

X = 推奨

L
1

/L
2

/L
3

L
1

/L
2

/L
3

NPTNPT / R/ R

L
1

L
1

L
2

L
2

L
1

L
1

L
3

L
3

L
2

L
2

L
1

L
1

1
2

5
1

2
5

L
2

L
2

L
1

L
1

長さの公差 1 m まで ： 0 ～ 5 mm 1 m ～ 3 m ： 0 ～ -10 mm 3 m ～ 6 m ： 0 ～ -20 mm
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3.6 ローププローブ FTI56

! 注意 ! 
ネジの始点からのプローブの全長 ： L = L1 + L3

ロッドプローブ
部分絶縁

ロッドプローブ
完全絶縁

ローププローブ 
不感帯あり
部分絶縁

ローププローブ 
不感帯あり
完全絶縁

TI418F59 TI418F40

全長 (L) 500 ～ 22000 500 ～ 22000 500 ～ 24000 500 ～ 24000

ロープ感知部 (L1) 500 ～ 22000 500 ～ 22000 500 ～ 22000 500 ～ 22000

部分的絶縁材の長さ (L2)* 500 - 500 -

不感帯 (L3) - - 200 ～ 2000 200 ～ 2000

プローブロープ径

+ 絶縁材の厚さ (mm)

6 

1

12

2

6 

1

12

1

6

1

12

2

6

1

12

1

テンシ ョ ン ウ ェ イ ト 径 (mm) 30 40 30 40 30 40 30 40

テンシ ョ ン ウ ェ イ ト の長さ (lg) 150 250 150 250 150 250 150 250

プローブロープの坑張負荷耐量 

(kN) 20 ℃

30 60 30 60 30 60 30 60

最大プロセス温度 ( ℃ ) 180 120 180 120

取付ノ ズルにおける使用 - - X X

タ ン ク天井で結露があ る場合には - - X X

X = 推奨 

* 部分絶縁部の長さは、 最大でテンシ ョ ン ウ ェ イ ト まで達し ます。

L
1

/L
2

/L
3

L
1

/L
2

/L
3

NPTNPT / R/ R

L
1

L
1

L
2

L
2

L
1

L
1

L
3

L
3

L
2

L
2

L
1

L
1

L
3

L
3

lglglglglglglglg

L
1

L
1

長さの公差 1 m まで ： 0 ～ 10 mm 1 m ～ 3 m ： 0 ～ -20 mm 3 m ～ 6 m ： 0 ～ -30 mm 6 m ～ 24 m ： 0 ～ -40 mm
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3.7 設置方法

3.7.1 設置

ネジ込みプローブ

• R 1½ および 1½ NPT ( テーパー ) ：
適当なシール材質でネジを包みます。 プローブ と タ ン ク の間の電気的接続は、 正確に行 う よ
う にし て く ださい。

• プローブのプロセス接続が金属製タ ン ク と絶縁されている場合 ( 例えば、 シール材を使用し て
いる )、 プローブハウジングのアース接続は、 短いラ イ ンを使用し てタ ン ク に接続する必要が
あ り ます。

" 警告 ! 
• 設置中に、 プローブ絶縁材を損傷し ないよ う にし て く ださ い！
• ハウジング取付具が損傷する恐れがあ るので、 プローブをねじ込むと きにハウジングを回さ

ないで く ださい。

BA300Fxx007

設置工具 

設置には、 以下の工具が必要です ： 
• フ ラ ンジ取付用ツール、
• または、 サイ ズ 50 の六角レンチ ( ネジ接続用 )、
• および、 プラ ス ド ラ イバー ( 電線口位置合わせ用 )。

設置方法

ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55 ( ロ ッ ド プローブ ) は、 上または下から、 または横から取 り 付ける こ と が
でき ます。
ソ リ キ ャ ッ プ M FTI56 ( ローププローブ ) は、 上から垂直に取 り 付ける こ と ができ ます。

! 注意 ! 
本プローブは、 容器の壁と接触させないで く ださい。 充填物が落下する領域にはプローブを取 り
付けないで く ださい！

ロープを短 く 切断する

ロ ッ ド プローブ ： 
部分絶縁バージ ョ ンは、 後で短 く 切断する こ と ができ ます。

ローププローブ ：
部分絶縁バージ ョ ン も完全絶縁バージ ョ ン も、 後で短 く 切断する こ と ができ ます （次ページ参
照）。

44
11
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一般的注意

• ウ ェ イ ト の止めねじ を緩め、
ロープを引き出し ます。

• プローブロープを必要な長さ
に短 く 切断し ます。

• ロープを ス ラ イ ド させて孔の
端まで戻し、 止めねじ を使用
し て固定し ます。

BA300Fxx018

サイロの充填

充填流をプローブに向けないよ
う にし て く ださい。

材料の流れ角度

取付位置またはプローブ長を決
定する と きは、 予想される材料
の流れ角度または出口漏斗の角
度にご留意 く ださい。

プローブ間の距離

サイ ロに複数のプローブを取 り
付ける と きは、 プローブ間の最
小距離 0.5 m を遵守し て く ださ
い。

取付け用ねじ継手

ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55、 FTI56 
を取 り 付ける と きは、 ねじ継手
をでき るだけ短 く する よ う にし
て く ださい。

長いねじ継手では、 結露や測定
物残留物が発生し、 プローブの
正しい動作が妨げられる恐れが
あ り ます。

断熱

サイ ロ内が高温の場合 ：

ソ リ キ ャ ッ プ M ハウ ジングの許
容温度超過を回避するために、
外部サイ ロ壁を断熱し ます。

断熱する こ と によ って、 サイ ロ
内のねじ込みボス付近の結露形
成が防止されます。

これによ り 、 付着物や誤ったス
イ ッ チングの恐れが低減されま
す。

TI418Fen07

3.3. 3.3.

1.1. 1.1.

2.2. 2.2.

.
.

.
.

.
.

LL

FTI55 FTI56
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0

FTI55

FTI55
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3.7.2 ロ ッ ド プローブ FTI55 の取り付け準備

正しい取り付け

a. 上限レベル検出には、 短いねじ継手を使用し ます。

b. 下限レベル検出では、 ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55 を使用する場合、 材料を取 り 出すこ と によ っ
てプローブロ ッ ド に山が崩れた り 、 大き な歪みが生じ るのを、 保護ルーフで防ぎます。

c. サイ ロ壁の付着物が少ない場合は、 ねじ継手を内部で溶接し ます。

粉粒体がよ り 容易に滑 り 落ちる よ う に、 プローブ先端はわずかに下方を向いています。

誤った取り付け

d. ねじ継手が長すぎます。 このために、 材料が内部に溜ま り 、 ス イ ッチングの誤 り が生じ る
恐れがあ り ます。

e. 水平に取 り 付ける と、 サイ ロ壁の付着物が激しい場合に、 ス イ ッチングに誤 り が生じ ます。 
こ の場合は、 不感帯付きのソ リ キ ャ ッ プ M FTI55 ( ロ ッ ド プローブ ) が推奨です。

f. 測定物の付着物が発生する領域では、 サイ ロが " 空 " かど う かを本装置で検出する こ と は
でき ません。
こ の場合は、 FTI56 ( ローププローブ ) を上から取 り 付ける よ う お勧めし ます。

正しい取り付け 誤った取り付け

TI418Fen08

* 保護ルーフ

壁が金属製のサイ ロ
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この例では、 鉄板が対極を形成し ています。
断熱を行 う こ と によ って、 この鉄板上の結
露、 し たがって付着物が防止されます。

TI418Fen09

壁がコ ン ク リ ー ト 製のサイ ロ

プラ スチッ ク製のサイ ロに取 り 付ける場合
は、 対極と し て薄鉄板をサイ ロの外部に取 り
付ける必要があ り ます。
この板は、 方形でも円形でも可能です。

- 誘電率が低 く 、 壁が薄いサイ ロの場合の寸
法 ：
1 辺または直径約 0.5 m ； 

- 壁が厚い、 または壁の誘電率が高いサイ ロ
の場合の寸法 ：
1 辺または直径約 0.7 m ； 

TI418Fen10

壁がプラ スチッ ク製のサイ ロ

互い違いに設置する こ と によ って、 必要な最
小間隔を遵守する こ と ができ ます。

TI418Fen11

レベルの差が小さい場合
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プローブ長

! 注意 ! 

• 示された長さは、 フ ラ ンジまたはネジの密閉表面と、 必要なレベル リ ミ ッ ト と の間の距離に
加え る、 最小長さ です。 プローブ長の公差については、 17 ページを参照し て く ださ い。

• 運転に支障を き た さ ないよ う に、 プローブの測定物に覆われた部分と覆われていない部分と
の間の静電容量の差は、 少な く と も 5 pF あ る こ と が重要です。

• 材料の誘電率がわから ない場合は、 お問い合わせ く ださ い。

測定物の特性、

比誘電率 εr

TI418F12

* プローブ検出長さ

導電性があ る 25 mm

導電性がない

εr > 10 100 mm

εr > 5 ～ 10 200 mm

εr > 2 ～ 5 500 mm

**
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3.7.3 ローププローブ FTI56 の取り付け準備

正しい取り付け

a. サイ ロの天井に結露および材料の付着物があ る場合は、 不感帯付きのソ リ キ ャ ッ プ 
M FTI55、 FTI56。

b. サイ ロ壁から適正な距離の と こ ろに、 材料注入口と材料排出口。
誘電率が低い場合に ( 空気式充填は含まず ) ス イ ッチングを確実にするには、 壁に近づけ
る。 
空気式充填では、 プローブが揺れ動 く 可能性があ るので、 プローブから壁までの距離を小
さ く しすぎないよ う にし ます。

誤った取り付け

c. 材料注入口に近すぎ る と、 流入粉粒体によ ってセンサが損傷する恐れがあ り ます。
材料排出の中心に近い と、 こ のポイ ン ト での張力が大きいため、 プローブが折れた り 、 サ
イ ロの天井に過大な歪みが生じ ます。

d. ねじ継手が長すぎます。 このために、 結露や粉塵が内部に溜ま り 、 ス イ ッチングに誤 り が
生じ る恐れがあ り ます。

e. サイ ロ壁に近すぎ る場合、 プローブが壁にぶつかって揺れ動 く 、 または付着物に接触する
可能性があ り ます。 このために、 ス イ ッチングに誤 り が生じ る恐れがあ り ます。

正しい取り付け 誤った取り付け

TI418F13

壁が金属製のサイ ロ内

プローブ と 壁の間の距離 D はサイ ロ直径の約 10 ～ 25 % 
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サイ ロの天井

サイ ロの天井は、 十分し っか り し た構造のものにする よ う にし て く ださい。
付着物を形成する傾向があ る重い粉粒体の場合は特に、 材料の取出し時に大き な張力が発生す
る可能性があ り ます。

エン ド レ ス＋ハウザー社提供のロープ張力計算プロ グ ラ ムを使用する と、 予想ロープ張力値を
計算する こ と ができ ます。

粒子の粗い粉粒体

極端に粒子の粗い粉粒体または非常に研磨性のあ る粉粒体を含んだサイ ロでは、 上限検出のみ
に対し て、 ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55 または FTI56 を使用する よ う お勧めし ます。

プローブ間の距離

相互干渉を避けるために、 プローブは少な く と も 0.5 m 離し て配置する必要があ り ます。 これ
は、 壁が非導電性の隣接するサイ ロに複数のソ リ キ ャ ッ プ M 装置を使用する と きにも適用され
ます。

ねじ継手 ( 最大長 25 mm) は、 結露と付着物の
影響を低減するために、 できればサイ ロ内に
突き出すよ う にし ます。

断熱を行 う こ と によ って、 この鉄板上の結
露、 し たがって付着物が低減されます。

TI418Fen14

壁がコ ン ク リ ー ト 製のサイ ロ内

推奨 ：
不感帯付きの FTI56 を使用し ます。

不感帯によ って、 プローブの感知部と サイ ロ
の天井の間に生じ る湿気および付着物が回避
されます。

TI418Fen15
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センサ長の範囲

プラ スチッ ク製のサイ ロに取 り 付ける場合
は、 対極をサイ ロの外部のテンシ ョ ン ウ ェ イ
ト と同じ高さに取 り 付ける必要があ り ます。
対極の縁の長さは、 テンシ ョ ン ウ ェ イ ト と サ
イ ロ壁の間の距離と ほぼ同じ長さにする よ う
にし ます。

TI418Fen16

壁がプラ スチッ ク製のサイ ロ内

TI418Fen17

導電性があ る
粉粒体
( 例えば、 石炭 )

誘電率が高い粉粒体
 
( 例えば、 小麦粉 )

誘電率が低い粉粒体
 
( 例えば、 乾燥穀物 )

* LB ( 測定物に覆われる長さ ) ：

誘電率が低い非導電性の粉粒体では、 ローププローブを、 タ ン ク天井と必要なレベル リ ミ ッ
ト の間の距離の 約 5 % よ り 長 く する必要があ り ます ( ただし 250 mm 以上 )。
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3.7.4 測定条件

! 注意 ! 

• ノ ズルを取 り 付ける と きは、 不感帯 (L3) を
使用し て く ださい。

• ス ク リ ューコ ンベヤ (∆s モード ) を制御する
ために、 ロ ッ ド プローブおよびロープ
プローブを使用する こ と ができ ます。
オン / オフポイ ント は、 空 / 満タ ン調整に
よ って決定さ れま す。
- 非導電性の粉粒体にのみ適合。 

• レベル リ ミ ッ ト 検出の静電容量の最小変化は、
≥ 5 pF にする必要があ り ます。

3.8 分離ハウジング付き

注文方法については、 9 ページ の " 注文に関する情報 "、 " プローブ型式 " も参照し て く ださい。

TI418F18

ロ ッ ド長 L1  最大 4 m 

ロープ長 L1  最大 22 m

! 注意 ! 

• プローブ と分離ハウジングの間の接続ケーブル最大距離は、 6 m (L4) です。
分離ハウジング付きのソ リ キ ャ ッ プ M を注文する場合は、 ケーブルの長さ を指定する必要が
あ り ます。

• こ の接続ケーブルを短 く 切断する場合や壁に通す場合は、 プロセス接続と切 り 離す必要があ
り ます。 29 ページ も参照し て く ださい。

• ケーブルの曲げ半径は r≥ 100 mm です。 こ の最小条件と し て遵守し て く ださい。

εr > 10 測定レ ンジ最大 4 m

5 < εr < 10 測定レ ンジ最大 12 m

2 < εr <  5 測定レ ンジ最大 20 m

TI418F41
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3.8.1 延長部分の高さ

チューブ直径 D のロッドプローブ、ローププローブ

! 注意 ! 

• 接続ケーブル ： ø10.5 mm 
• 外側被覆 ： シ リ コーン製、 耐傷性あ り

3.8.2 壁ホルダユニ ッ ト

TI418F20

壁ホルダユニ ッ ト は、 穴あけ用の型板と し て使用する前に、 まず、 分離ハウ ジングにネジ止め
する必要があ り ます。 壁ホルダユニ ッ ト を分離ハウジングにネジ止めする と、 穴の間隔が縮ま り
ます。

 ハウジング側 ： 壁取付  ハウジング側 ： 管取付 センサ側

TI418F19

ポリエステルハウジング F16 ステンレスフィールド
ハウジング F15

アルミニウムハウジング F17

B 76 64 65 

H1 172 166 177

D H3

R 1½、 NPT 1½ 50 130
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3.9 付着補償機能な しのプローブ

BA300Fen008

3.9.1 接続ケーブルを短 く 切断する

! 注意 ! 
プローブ と分離ハウジング と の最大接続距離は、 6 m です。
分離ハウジング付きのソ リ キ ャ ッ プ M を注文する場合は、 ケーブルの長さ を指定する必要があ
り ます。

この接続ケーブルを短 く 切断する場合や壁に通す場合は、 プロセス接続 と切 り 離す必要があ り
ます。 それを行 う には以下のよ う に進めます ：

• 22mm のスパナを使用し て、 圧力調整ネジ (1) を緩めます。 必要な ら、 プロセス接続を押さ え
ます。 これを行 う と きは、 その過程で接続ケーブルもプローブも回転し ないよ う にし ます。

• ケーブルグ ラ ン ド (3) から差し込みシール (2) を引き抜き ます。
• 22mm のスパナを使用し て、 ケーブルグ ラ ン ド (3) をアダプタデ ィ ス ク から外し ます。 必要な

ら、 34mm のスパナを使用し て、 ケーブルグ ラ ン ド (3) をアダプタデ ィ ス ク (6) に対し て押さ え
ます。

• アダプタデ ィ ス ク (6) を ス リ ーブ (17) から外し ます。
• スナッ プ リ ングプラ イヤを使用し て、 スナッ プ リ ングを取 り 除き ます。
• プラ イヤを使用し て、 Multilam プラ グのナッ ト  (M6) をつかみ、 そのプラ グを引き抜き ます。

! 注意 ! 
• ケーブルを短 く 切断する場合は、 すべてのワ イヤにア イ レ ッ ト を付けて再利用する よ う お勧

めし ます。 
• ワ イヤを再利用し ない場合は、 新規に取 り 付けたア イ レ ッ ト の圧着接続を、 熱収縮ス リ ーブ

などを使用し て絶縁する必要があ り ます ( 短絡の危険があ り ます ) 。
• はんだ接合部はすべて、 絶縁する必要があ り ます。
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3.10 付着補償機能付きプローブ
( 準備中 )

BA300Fen009

3.10.1 接続ケーブルを短 く 切断する

! 注意 ! 
プローブ と分離ハウ ジング と の最大接続距離は、 6 m です。
分離ハウ ジング付きのソ リ キ ャ ッ プ M を注文する場合は、 ケーブルの長さ を指定する必要があ
り ます。

この接続ケーブルを短 く 切断する場合や壁に通す場合は、 プロセス接続 と切 り 離す必要があ り
ます。 それを行 う には以下のよ う に進めます ：

• 22mm のスパナを使用し て、 圧力調整ネジ (1) を緩めます。 必要な ら、 プロセス接続を押さ え
ます。 これを行 う と きは、 その過程で接続ケーブルもプローブも回転し ないよ う にし ます。

• ケーブルグ ラ ン ド (3) から差し込みシール (2) を引き抜き ます。
• 22mm のスパナを使用し て、 ケーブルグ ラ ン ド (3) をアダプタデ ィ ス ク から外し ます。 必要な

ら、 34mm のスパナを使用し て、 ケーブルグ ラ ン ド (3) をアダプタデ ィ ス ク (6) に対し て押さ え
ます。

• アダプタデ ィ ス ク (6) を ス リ ーブ (17) から外し ます。
• スナッ プ リ ングプラ イヤを使用し て、 スナッ プ リ ングを取 り 除き ます。
• プラ イヤを使用し て、 Multilam プラ グ のナッ ト  (M6) をつかみ、 そのプラ グを引き抜き ます。
• 赤色線 ( 保護線 ) から黄色線の接続を外し ます。
• 次に、 接続ケーブルを必要な長さ に短 く 切断し ます。 分離ハウジングがプローブ と異なる部屋

にあ る場合は、 こ こ で、 接続ケーブルを壁の中を通し て配線する こ と ができ ます。
• こ こ で、 逆順のステ ッ プをたど る と、 本装置を再組立する こ と ができ ます。



設置

31

! 注意 ! 
• 接続ケーブルを短 く 切断する場合は、 すべてのワ イヤにア イ レ ッ ト を付けて再利用する よ う

お勧めし ます。 
• ワ イヤを再利用し ない場合は、 新規に取 り 付けたア イ レ ッ ト の圧着接続を、 熱収縮ス リ ーブ

などを使用し て絶縁する必要があ り ます ( 短絡の危険があ り ます ) 。
• はんだ接合部はすべて、 絶縁する必要があ り ます。

3.11 壁取付け / 管取付け用ブ ラケ ッ ト の設置

3.11.1 壁取付け

• ブラ ケ ッ ト を ス リ ーブに押し付け、 それを所定の位置にねじ止めし ます。
• 壁に、 穴の間隔の印を付けてから、 ド リ ルで穴を開けます。
• 分離ハウジングを壁にねじ止めし ます。

BA300Fxx010

3.11.2 管取付け

• ブラ ケ ッ ト を ス リ ーブに押し付け、 それを所定の位置にねじ止めし ます。
• 分離ハウジングを管 ( 最大 2") にねじ止めし ます。

BA300Fxx011

3.12 設置後のチ ェ ッ ク

測定装置を設置し た後に、 以下のチェ ッ ク を行って く ださい ：
• 装置は損傷を受けていないか（目視検査）？
• プロセス温度、 プロセス圧力、 周囲温度、 測定レンジなどを含む測定ポイ ン ト の仕様を、 装

置が満た し ているか？
• プロセス接続は、 適切な締付け ト ルク で締められているか？
• 測定ポイ ン ト 数および銘板は正しいか（目視検査）？
• 測定装置は、 降雨および直射日光から十分に保護されているか？
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4 配線

" 警告 ! 
供給電圧を接続する前に、 以下の点にご注意 く ださい ：
• 供給電圧は、型式銘板に指定されている情報と合致し ている必要があ り ます (8 ページ 参照 )。
• 装置を接続する前に、 供給電圧をオフにし ます。
• 等電位化ラ イ ンをセンサのアース端子に接続し ます。

! 注意 ! 
• プローブを防爆区域で使用する場合は、 関連する国家規格および安全注意事項 (XA) の情報を

遵守し て く ださい。
• 指定のケーブルグ ラ ン ド だけを使用し て く ださ い。

4.1 推奨の接続

4.1.1 等電位化

等電位化ラ イ ンを、 センサハウ ジング (T13、 F13、 F16、 F17) の外部アース端子に接続し ます。 
ステン レ ス フ ィ ール ド ハウ ジング F15 では、 アース端子（バージ ョ ンによ って異な り ます）を
ハウジング内に配置する こ と も でき ます。
安全注意事項の詳細については、 防爆エ リ アの適用に関する別冊マニュ アルを参照し て く ださ
い。

4.1.2 電磁適合性 (EMC)

• EN 61326 に準拠し た干渉波の放出、 電気装置ク ラ ス B
• EN 61326、 付録 A （工業分野） および NAMUR 勧告 NE 21  (EMC) に準拠し た干渉波の適合性

4.1.3 ケーブル仕様

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト は、 市販の計器用ケーブルを使用し て接続する こ と ができ ます。
シール ド ケーブルを使用する場合は、 両側でシール ド を使用し て く だ さい。

BA300Fxx012

²²

²²
øø
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4.2 ハウジング F16、 F15、 F17、 F13 の配線

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を電源に接続するには、 以下のよ う に進めます ：

a. ハウジングカバー (1) を緩めます。

b. ケーブルグ ラ ン ド (2) を取 り 外し、 ケーブル (3) を挿入し ます。

c. 両側で、 シール ド (4) を接地し ます！

BA300Fxx013

! 注意 ! 
その他のステ ッ プはすべて、 使用する具体的なエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト によ って異な り ま
す。 以下のページにそれが記載されています ：
FEI52 → 36 ページ
FEI53 → 37 ページ
FEI54 → 38 ページ
FEI55 → 39 ページ
FEI57S → 40 ページ

1.1.

4.4.

a.a. b.b. c.c.

2.2.

3.3.

–– ++

FEI55FEI55
8/16mA8/16mA
111...36V DC1...36V DC

–– ++

77 33

I=16mAI=16mA

55

1 21 2
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4.3 T13 ハウジングの配線

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を電源に接続するには、 以下のよ う に進めます ：

a. ハウジングカバー (1) を緩めます。

b. ケーブルグ ラ ン ド (2) を取 り 外し、 ケーブル (3) を挿入し ます。

c. 両側で、 シール ド (4) を接地し ます！

BA300Fxx014

! 注意 ! 
(c.) に示されている接続は、 必要な防爆認定タ イプによ って異な り ます。
分離型端子部での接続については、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト と同じ接続の説明が適用され
ます。

! 注意 ! 
その他のステ ッ プはすべて、 使用する具体的なエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト によ って異な り ま
す。 以下のページにそれが記載されています ：
FEI52 → 36 ページ
FEI53 → 37 ページ
FEI54 → 38 ページ
FEI55 → 39 ページ
FEI57S → 40 ページ

IS
-

G
ro

un
d

IS
-

G
ro

un
d

–– ++
11 22

a. + b.a. + b. c.c.

IS
-

G
ro

un
d

IS
-

G
ro

un
d

–– ++
11 22

2.2.

3.3.

1.1.

4.4.

1 21 2
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4.4 装置を接続する

端子部

5 つのタ イプのハウジングが使用可能です ：

BA300Fxx017

! 注意 ! 
型式銘板には、 重要な装置データが含まれます。

ケーブル接続口

ケーブルグ ラ ン ド ： M20 × 1.5
各装置に、 2 個目のケーブルグ ラ ン ド が含まれます。 

電線口 ： G ½ または NPT ½、 NPT ¾

4.5 保護等級

 66 ページ の " 保護等級 " を参照し て く ださ い。

標準 EEx ia 粉塵防爆 気密プロセスシール

プラ スチ ッ クハウジング F16 X - - -

ステン レ ス フ ィ ール ド ハウ ジング F15 X X X -

アル ミ ニウ ムハウジング F17 X X X -

アル ミ ニウ ムハウジング F13 X X X X

アル ミ ニウ ムハウジング T13

( 分離型端子部付き )

X X X X

– +– +

FEI5xFEI5x
4...20 mA4...20 mA

1 2
+ –

–– ++

T13T13F15F15F16F16 F17/F13F17/F13

IS
-

G
ro

u
n
d

IS
-

G
ro

u
n
d

– +– +
1 21 2

FEI5xFEI5x

FEI5xFEI5x

FEI5xFEI5x
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4.6 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52 (DC PNP) の接続

3 線 DC 接続は、 可能な場合は以下のよ う に接続する よ う お勧めし ます ：
• プロ グ ラ マブルロ ジ ッ ク コ ン ト ローラ (PLC) に接続する。
• EN 61131-2 に準拠し た DI モジュールに接続する。

電子システム (PNP) のス イ ッチ出力には、 正の信号が存在し ます。

電源

供給電圧 ： DC10 ～ 55 V
リ ッ プル ： 最大 1.7 V、 0 ～ 400 Hz
消費電流 ： < 20 mA
消費電力 ( 負荷な し ) ： 最大 0.9 W
消費電力 ( 全負荷 350 mA) ： 1.6 W
逆極性保護 ： あ り
分離電圧 ： 3.7 kV
FEI52 過電圧保護 ： 過電圧分類 III

アラーム時の信号

電源または装置が故障し た場合の出力信号 ： IR< 100 µA

接続可能な負荷

• ト ラ ンジス タおよび分離 PNP 接続を介し て切 り 替え られる負荷 ( 最大 55 V)
• 負荷電流 ： 最大 350 mA ( 周期的な過負荷および短絡の保護 )
• 残留電流 ： < 100 µA ( ト ラ ンジス タ遮断時 )
• 容量性負荷 最大 0.5 µF (55 V 時 )、 最大 1.0 µF (24 V 時 )
• 残留電圧 ： < 3 V ( ト ラ ンジス タがオンの と き )

FEI52 (DC PNP) を以下のよ う に接続し ます ：

1. 図に示されている よ う に接続を行います。

2. ケーブルグ ラ ン ド を締ま る まで回し ます。

3. 機能ス イ ッ チを位置 1 にセ ッ ト し ます （運
転）。

! 注意 ! 
42 ページ の " 操作 " に記載されている装置の機能
に慣れる までは、 供給電圧をオン し ないで く ださ
い。 これによ って、 供給電圧をオン し て誤って各
処理を ト リ ガし ないよ う にし ます。

4. 供給電圧をオンにし ます。

* R = 外部負荷 （Imax. 350 mA、 UmaxDC 55 V）

TI418F42

––

––
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4.7 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI53 （3 線） の接続

3 線 DC 接続は、 ニボテス タ FTC325/3 線 ( エン ド レ ス＋ハウザー社製 ) と共に使用し ます。 こ
のス イ ッチングユニ ッ ト は、 DC 3 ～ 12 V で動作し ます。

フ ェ イルセーフモード (MIN) / (MAX) の切替え と レベル リ ミ ッ ト 校正は、 ニボテス タで行いま
す。

電源

供給電圧 ： DC 14.5 V
消費電流 ： < 15 mA
消費電力 ： 最大 230 mW
逆極性保護 ： あ り
分離電圧 ： 0.5 kV

アラーム時の信号

端子 3 における電圧 ： < 2.7 V

接続可能な負荷

• 接続されたス イ ッチングユニ ッ ト  ニボテス タ FTC325 3 線における、 リ レーの ド ラ イ接点
• 接点の負荷容量については、 こ のス イ ッチングユニ ッ ト の技術データ を参照し て く ださ い。

FEI53 （3 線） を以下のよ う に接続し ます ：

1. 図に示されている よ う に接続を行います。

2. ケーブルグ ラ ン ド を締ま る まで回し ます。

! 注意 ! 

42 ページ の " 操作 " に記載されている装置の機能
に慣れる までは、 供給電圧をオン し ないで く ださ
い。 これによ って、 供給電圧をオン し て誤って各
処理を ト リ ガし ないよ う にし ます。

3. 供給電圧をオンにし ます。

TI418F43

–
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4.8 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI54 (AC / DC、 リ レー出力付き ) 
の接続

この リ レー出力 (DPDT) 付き交直両用電圧接続は、 2 種類の電圧レ ンジ (AC と  DC) で動作し ま
す。

 

! 注意 ! 
誘導性の負荷を接続する場合は、 リ レー接点を保護するために、 スパーク抑制装置を使用し て
く ださい。

電源

供給電圧 ： AC 19 ～ 253 V、 50/60 Hz または DC 19 ～ 55 V
消費電力 ： 最大 1.6 W
逆極性保護 ： あ り
分離電圧 ： 3.7 kV
FEI54 過電圧保護 ： 過電圧分類 III

アラーム時の信号

電源または装置が故障し た場合の出力信号 ： リ レー解磁

接続可能な負荷

• 2 リ レーの ド ラ イ接点 (DPDT) によ り 切 り 替え られる負荷。
• I~ 最大 6 A、 U~ 最大 253 V ； P~ 最大 1500 VA (cos ϕ = 1)、

P~ 最大 750 VA (cos ϕ > 0.7)
• I- 最大 6 A (30 V まで )、 I- 最大 0.2 A (125 V まで ) 
• IEC 1010 に準拠し た二重絶縁の低電圧機能回路を別に接続する場合、 リ レー出力の電圧と電

源の合計は最大 300 V までです。

FEI54 (AC/DC リ レー ) を以下のよ う に接続し ま
す ：

1. 図に示されている よ う に接続を行います。

2. ケーブルグ ラ ン ド を締ま る まで回し ます。

3. 機能ス イ ッ チを位置 1 にセ ッ ト し ます （運
転）。

! 注意 ! 

42 ページ の " 操作 " に記載されている装置の機能
に慣れる までは、 供給電圧をオン し ないで く ださ
い。 これによ って、 供給電圧をオン し て誤って各
処理を ト リ ガし ないよ う にし ます。

4. 供給電圧をオンにし ます。

* 接続可能な負荷も参照し て く ださい

TI418F47

–

–
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4.9 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI55 (8/16 mA) の接続

2 線 DC 接続は、 可能な場合は以下のよ う に接続する よ う お勧めし ます ：
• プロ グ ラ マブルロ ジ ッ ク コ ン ト ローラ (PLC) に接続する。
• EN 61131-2 に準拠し た AI モジュール (4 ～ 20 mA) に接続する。

レベル リ ミ ッ ト 信号は、 8 mA から 16 mA の出力信号のジ ャ ンプによ って送信されます。

電源

供給電圧 ： DC11 ～ 36 V
消費電力 ： < 600 W
逆極性保護 ： あ り
分離電圧 ： 0.5 kV

アラーム時の信号

電源または装置が故障し た場合の出力信号 ： < 3.6 mA

接続可能な負荷

• U = DC 電圧 11 ～ 36 V 接続
• Imax = 16 mA

FEI55 (8/16 mA) を以下のよ う に接続し ます ：

1. 図に示されている よ う に接続を行います。

2. ケーブルグ ラ ン ド を締ま る まで回し ます。

3. 機能ス イ ッチを位置 1 にセ ッ ト し ます （運
転）。

! 注意 ! 
42 ページ の " 操作 " に記載されている装置の機能
に慣れる までは、 供給電圧をオン し ないで く ださ
い。 これによ って、 供給電圧をオン し て誤って各
処理を ト リ ガし ないよ う にし ます。

4. 供給電圧をオンにし ます。

TI418Fen50

–

–
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4.10 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI57S (PFM) の接続

2 線 DC 接続は、 以下のニボテス タ ス イ ッチングユニ ッ ト  ( エン ド レ ス＋ハウザー社製 ) と共に
使用し ます ：
• FTC325 PFM, 
• FTC625PFM ( ソ フ ト ウ ェア V1.4 以降 )
• FTC470Z
• FTC471Z

PFM 信号は、 17 ～ 185 Hz です。
フ ェ イルセーフモード (MIN) / (MAX) の切替え と レベル リ ミ ッ ト 校正は、 ニボテス タで行いま
す。

電源

出力信号

PFM 17 ～ 185 Hz ( エン ド レ ス＋ハウザー社製 )

接続可能な負荷

• 接続されている ニボテス タ ス イ ッ チングユニ ッ ト  FTC325PFM、 FTC625PFM ( ソ フ ト ウ ェ ア 
V1.4 以降 )、 FTC470Z、 FTC471Z の リ レーの ド ラ イ接点

• 接点の負荷容量については、 こ のス イ ッチングユニ ッ ト の技術データ を参照し て く ださい。

供給電圧 ： DC 9.5 ～ 12.5 V
消費電力 ： < 150 mW
逆極性保護 ： あ り
分離電圧 ： 0.5 kV

TI418F52

周波数 ： 17 ～ 185 Hz

FEI57 (PFM) を以下のよ う に接続し ます ：

1. 図に示されている よ う に接続を行います。

2. ケーブルグ ラ ン ド を締ま る まで回し ます。

! 注意 ! 

42 ページ の " 操作 " に記載されている装置の機能
に慣れる までは、 供給電圧をオン し ないで く ださ
い。 これによ って、 供給電圧をオン し て誤って各
処理を ト リ ガし ないよ う にし ます。

3. 供給電圧をオンにし ます。

TI418F53

0 mA0 mA

8 mA8 mA

16 mA16 mA PFMPFM

tt

–
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4.11 接続後のチ ェ ッ ク

測定装置を配線し た後に、 以下のチェ ッ ク を行って く ださい ：
• 端子は正しいか？
• ケーブルグ ラ ン ド はし っか り 密閉されているか？
• ハウジングカバーは、 完全にねじ込まれているか？
• 電源が入って、 ユニ ッ ト が正常な ら緑色 LED が 5 秒間隔で点滅し ます。
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5 操作

5.1 FEI52、 FEI54、 FEI55 のヒ ューマン イ ン タ フ ェ ース と表示要素

機能ス イ ッ チ A、 B (-) キー、 C (+) キーを使用し て、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52、
FEI54、 FEI55 を操作する こ と ができ ます。
機能ス イ ッ チ A には、選択可能な位置が 8 個あ り ます。 各位置に、少な く と も 1 つの機能が含ま
れています。
装置の操作ステータ スは、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の発光ダ イオード (LED 1 ～ 6) で示され
ます。 このステータ スは、 機能ス イ ッ チの位置によ って異な り ます。

BA300Fen015

! 注意 ! 
機能を選択するには、 機能ボタ ン (- および / または +) を少な く と も 2 秒間押し ます。

機能
スイッチ
の位置

機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

A B C 1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

1 操作 点滅
運転 LED

点滅
( 警告 /

ア ラーム )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

工場出荷設定に復帰 キーを両方 と も約 20 秒

間押す

点灯 -> -> -> -> 点灯 / 消灯 /
点滅 **

2 空調整 押す 点灯
( 調整あ り )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

満タ ン ( スパン ) 調整 押す 点灯
( 調整あ り )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

3 し きい値調整 下げる場

合に押す

上げる場

合に押す

点灯 *
(2 pF)

消灯
(4 pF)

消灯
(8 pF)

消灯
(16 pF)

消灯
(32 pF)

点灯 / 消灯 /
点滅 **

4 測定レ ンジ 下げる場

合に押す

点灯 *

(500 pF)

消灯
(1600 pF)

点灯 / 消灯 /
点滅 **

2 点制御 ∆s/

付着物モード

1 回押す

2 回押す

消灯
付着物モード

消灯
∆s

点灯 / 消灯 /
点滅 **

5 デ ィ レース イ ッチ 下げる場

合に押す

上げる場

合に押す

消灯
(0.3 秒 )

点灯 *
(1.5 秒 )

消灯
(5 秒 )

消灯
(10 秒 )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

6 自己テス ト

（機能試験）

キーを両方 と も押す 消灯 *
( 停止中 )

点滅
( 作動中 )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

7 最低 / 最高 (MIN/

MAX) フ ェ イルセーフ

モード

MIN の場

合に押す

MAX の場

合に押す

消灯
(MIN)

点灯 *
(MAX)

点灯 / 消灯 /
点滅 **

8 センサ DAT (EEPROM) 

のアッ プロ ード /

ダウ ンロ ード

ダウ ンロ ー

ド の場合に

押す

アッ プロ ー

ド の場合に

押す

点滅
( ダウ ン

ロード )

点滅
( ア ッ プ

ロード )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

* 工場出荷設定です。

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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5.2 FEI53、 FEI57S のヒ ューマン イ ン タ フ ェ ース と表示要素

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEI53 および FEI57S は、 ニボテス タ ス イ ッ チングユニ ッ ト と共に
使用し ます。
デ ィ ッ プス イ ッチ (A と B) および LED (1 と 2) の機能が、 下記の表に記載されています。

ユニ ッ ト の運転ステータ スは、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の発光ダ イオード (LED 1 と  2) で示
され、 運転待機状態 (1) と、 該当する場合はエラーのタ イプ (2) に関する情報を提供し ます。 

BA300Fen016

! 注意 ! 
ニボテス タ ス イ ッチングユニ ッ ト の ヒ ューマン イ ン タ フ ェース と表示要素の説明については、
ユニ ッ ト に添付されているマニュ アルを参照し て く ださい。

ディップ 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ 機能 1 ( 緑色 )
 運転可能

2 ( 赤色 )
エラー 

A 標準 1) ： 測定レ ンジを超過し た場合にア ラーム出力なし。 点滅 *** 点滅 */ 点灯 **

測定レ ンジを超過し た場合にア ラームが 1 つ出力され

る。

点滅 *** 点滅 */ 点灯 **

B スパン ： 測定レ ンジが 0 ～ 500 pF*。 点滅 *** 点滅 */ 点灯 **

スパン ： 測定レ ンジが 0 ～ 1600 pF*。 点滅 *** 点滅 */ 点灯 **

1)  ソ リ キ ャ ッ プロ ッ ド / ローププローブを使用する と きは、 常にこ の動作モード を設定する必要があ り ま

す。

* 修正でき るエラーが存在する場合は、 赤色 LED が点滅し ます。

** 修正でき ないエラーが存在する場合は、 赤色 LED が連続的に点灯し ます。 61 ページ の

" ト ラブルシューテ ィ ング " も参照し て く ださい。

*** 5 秒間隔で点滅し ます。
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6 設定

6.1 設置および機能チ ェ ッ ク

すべての設置後のチェ ッ クおよび最終チェ ッ クは、 測定ポイ ン ト を ス ター ト する前に完了する
よ う にし ます ：

• " 設置後 " チェ ッ ク リ ス ト については、 31 ページを参照し て く ださい。
• " 接続後 " チェ ッ ク リ ス ト については、 41 ページを参照し て く ださい。

6.2 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52、 FEI54、 FEI55 の設定

この章では、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52、 FEI54、 FEI55 を備え る ソ リ キ ャ ッ プ M 
FTI55、 FTI56 の設定について説明し ます。 これらのエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト は、 以下の
フ ァーム ウ ェア (FW) で動作し ます ：

• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52 ： V 01.00.00
• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI54 ： V 01.00.00
• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI55 ： V 01.00.00

! 注意 ! 
• 初めて本装置を起動する と、 出力は安全ステータ スにな り ます。

こ の合図と し て、 黄色 LED 6 が点滅し ます。

• 校正の実行が完了する までは、 装置を運転する こ と はでき ません。
運転上の安全性を最大限に高めるには、 空 / 満タ ン調整を実行し ます。
重要な用途の場合は、 特にそ う する よ う お勧めし ます。

校正の実行方法については、 以下の節を参照し て く ださい。
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6.2.1 測定レンジの設定

BA299Fen020

! 注意 ! 
• 測定レ ンジの選択 (0 ～ 500 pF と  0 ～ 1600 pF) は、 プローブの機能に依存し ます。
• プローブを リ ミ ッ ト ス イ ッ チ と し て使用する場合は、 工場出荷設定 0 ～ 500 pF をそのま ま使

用する こ と ができ ます。
• 2 点制御用のプローブを使用する場合、 垂直取付については以下が適用されます ：

- プローブ長 1 m までの測定レ ンジは 0 ～ 500 pF が推奨です。
- プローブ長 22 m までの測定レ ンジは 0 ～ 1600 pF が推奨です。

非導電性の粉粒体にのみ適合。 

レンジを 0 ～ 1600 pF に設定するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッチを位置 4 まで回し ます。

2. "-" キーを、 緑色 LED 2 が点灯する まで少な く と も 2 秒間押し ます。

3. 緑色 LED 2 が点灯し た ら、 "-" キーを解放し ます。

これで、 測定レ ンジ切 り 替えをする処理は完了です。 モード ス イ ッ チを位置 2 まで回し て、 校正
を継続し ます。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

4 測定レ ンジ 押す 点灯 *
(500 pF)

消灯
(1600 pF)

* 工場出荷設定です。
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6.2.2 空調整の実行

BA299F

! 注意 ! 
• 空調整では、 タ ン ク が空の と きにプローブの静電容量値を保存し ます。 測定し た静電容量値

が、 例えば 50 pF ( 空調整 ) の場合、 2 pF のス イ ッチング点がこ の値に加算されます。 し きい
値の静電容量値は、 こ の場合 52 pF になるはずです。 

• ス イ ッ チング点は、 し きい値調整の設定値に依存し ます ( 詳細については、 49 ページを参照し
て く ださい )。

空調整を実行するには、 以下のよ う に進めます ：

1. プローブが測定物によ って覆われないよ う にチェ ッ ク し ます。

2. モード ス イ ッ チを位置 2 まで回し ます。

3. "-" キーを少な く と も 2 秒間押し ます。

4. 緑色 LED 1 が点滅開始し た ら、 "-" キーを解放し ます。

緑色 LED 1 が連続的に点灯し た ら、空調整を保存する処理は完了です。 モード ス イ ッチを位置 1 
に戻し て、 運転にも ど り ます。

校正のリ セ ッ ト

校正 / し きい値調整を リ セ ッ ト するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッ チを位置 2 まで回し ます。

2. "-" キー と "+" キーを少な く と も 10 秒間押し ます。

3. 緑色 LED 1 ～ 5 が連続的に点灯し ます。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

2 空調整 押す 点灯
( 校正の実行 )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

満タ ン ( スパン ) 調整 押す 点灯
( 校正の実行 )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

リ セ ッ ト  

校正と  し きい値調整

キーを両方と も

約 10 秒間押す

点灯 -> -> -> ->

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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その後の校正が実行され、 保存されます。 黄色 LED 5 が点滅し ます。
新規校正の実行が完了する までは、 装置を運転する こ と はでき ません。

し きい値調整は、 工場出荷設定 2 pF に リ セ ッ ト されます。

6.2.3 満タ ン ( スパン ) 調整の実行

BA299F

! 注意 ! 
• 満タ ン ( スパン ) 調整では、タ ン ク が満タ ンの と きにプローブの静電容量値を測定し ます。 測定

し た静電容量値が、 例えば 100 pF ( 満タ ン ( スパン ) 調整 ) の場合、 2 pF のス イ ッチング点が
こ の値から減算されます。 し たがって、 し きい値の静電容量値は、 こ の場合 98 pF にな るはず
です。 

• ス イ ッチング点は、 し きい値調整の設定値に依存し ます ( 詳細については、 49 ページを参照し
て く ださい )。

満タ ン ( スパン ) 調整を実行するには、 以下のよ う に進めます ：

1. プローブが、 必要な し きい値まで測定物に覆われる よ う にし ます。 

2. モード ス イ ッチを位置 2 まで回し ます。

3. "+" キーを少な く と も 2 秒間押し ます。

4. 緑色 LED 5 が点滅開始し た ら、 "-" キーを解放し ます。

緑色 LED 5 が連続的に点灯し た ら、 満タ ン ( スパン ) 調整を保存する処理は完了です。 モー ド ス
イ ッ チを位置 1 に戻し て、 運転にも ど り ます。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

2 空調整 押す 点灯
( 校正の実行 )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

満タ ン ( スパン ) 調整 押す 点灯
( 校正の実行 )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

リ セ ッ ト  

校正と  し きい値調整

キーを両方と も

約 10 秒間押す

点灯 -> -> -> ->

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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6.2.4 空 / 満タ ン調整の実行

! 注意 ! 
• 空 / 満タ ン調整を行 う と、 最大限の操作上の安全性が実現し ます。 重要な用途の場合は、 特に

これを行 う よ う お勧めし ます。
• 空 / 満タ ン調整では、 タ ン クが満タ ンの と き と空の と きに、 プローブの静電容量値を測定し ま

す。 例えば、 空調整の測定し た静電容量値が、 50 pF で、 満タ ンの値が 100 pF の場合、 平均静
電容量値 75 pF がし きい値 と し て保存されます。

空調整を実行するには、 以下のよ う に進めます ：

1. プローブが測定物によ って覆われないよ う にチェ ッ ク し ます。

2. モード ス イ ッ チを位置 2 まで回し ます。

3. "-" キーを少な く と も 2 秒間押し ます。

4. 緑色 LED 1 が点滅開始し た ら、 "-" キーを解放し ます。

緑色 LED 1 が連続的に点灯し た ら、空調整を保存する処理は完了です。 モード ス イ ッチを位置 1 
に戻し て、 運転にも ど り ます。

満タン ( スパン ) 調整を実行するには、 以下のよ う に進めます ：

1. プローブが、 必要な し きい値まで測定物に覆われる よ う にし ます。 

2. モード ス イ ッ チを位置 2 まで回し ます。

3. "+" キーを少な く と も 2 秒間押し ます。

4. 緑色 LED 5 が点滅開始し た ら、 "-" キーを解放し ます。

緑色 LED 5 が連続的に点灯し た ら、 満タ ン ( スパン ) 調整を保存する処理は完了です。 モード ス
イ ッ チを位置 1 に戻し て、 運転にも ど り ます。
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6.2.5 し きい値調整の設定

BA299Fen022

! 注意 ! 
• 満タ ン ( スパン ) 調整だけ、または空調整だけを実行し た場合、な らび運転中付着物がプローブ

ロ ッ ド に形成される場合は、 レベルの変化に対し て装置が反応し な く な る可能性があ り ます。 
こ の状況では、 し きい値調整 ( 例えば 4、 8、 16、 32 pF) で補償し、 再び一定のし きい値が得ら
れる よ う にし て く ださい。

• 付着物を形成する傾向のない測定物については、 レベルの変化に対し てプローブが最も高感
度になるので、 2 pF の設定を推奨し ます。

• 付着物が重い測定物 ( 例えば、 石膏 ) については、 付着補償機能付きのプローブを使用する よ
う お勧めし ます。

• 初めて満タ ン調整または空調整を実行完了し た場合に限って、 し きい値調整を行 う こ と がで
き ます。

• 空調整および満タ ン調整を実行完了し た場合は、 し きい値調整を行 う こ と はでき ません。
• 2 点制御をオンにし た ( 50 ページ に記載 ) 場合は、 し きい値調整は無効にな り ます。

し きい値を調整するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッチを位置 3 まで回し ます。
緑色 LED 1 が点灯し ます ( 工場出荷設定 )。

2. "+" キーを少な く と も 2 秒間押し て、 次の高い値に切 り 替えます。 "+" キーまたは "-" キー
を押し、 そのま ま押し ている と、 値が 2 秒ご と に 1 だけ変化し ます。 ア ク テ ィ ブな値が 
LED (1 ～ 5) で示されます。

し きい値調整の実行後、 モード ス イ ッ チを位置 1 に戻し て、 運転にも ど り ます。 

∆∆

11

77 33

55

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

3 し きい値調整 下げる場

合に押す

上げる場

合に押す

点灯 *
(2 pF)

消灯
(4 pF)

消灯
(8 pF)

消灯
(16 pF)

消灯
(32 pF)

点灯 / 消灯 /
点滅 **

* 工場出荷設定です。

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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6.2.6 2 点制御と付着物モー ドの設定

BA300Fen007

! 注意 ! 
• 完全絶縁のプローブロ ッ ドや 2 点制御用に垂直に取 り 付け られたプローブも使用する こ と が

でき ます。 空調整および満タ ン調整のし きい値によ って、 例えばマテハン機器など を作動させ
ます。 2 点制御を使用する場合は、 以下にご留意 く ださい ：
- プローブが部分的に覆われている状態で、 空調整を実行し ます。
- 測定レ ンジを 0 ～ 1600 pF に設定し ます。 詳細については、45 ページの " 測定レ ンジの設定

" を参照し て く ださい。
- フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) を必要に応じ て設定し ます。 詳細については、 53 ページ

を参照し て く ださい。
• 2 点制御 (∆s モード ) をオンにし た場合は、し きい値調整 (49 ページ に記載 ) は無効にな り ます。
• "付着物モード " によ って、プローブロ ッ ド / ロープから測定物 (例えば石膏) が完全に取 り 除か

れていない場合でも、 信頼性のあ る し きい値が出力されます。 プローブロ ッ ド の沈殿物または
付着物が補償されます。

2 点制御および / または付着物モード を設定するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッ チを位置 4 まで回し ます。

2. "+" キーを少な く と も 2 秒間押し て、 2 点制御をオンにし ます。 緑色 LED 5 が点灯し ます。

3. "+" キーを再度少な く と も 2 秒間押し て、付着物モードをオンにし ます。 緑色 LED 4 と  5 が

点灯し ます。

- "+" キーを再度少な く と も 2 秒間押し て、両方の機能をオフにし ます。 緑色 LED 4 と  5 が
消灯し ます。

4. 必要な設定の設定後、 モード ス イ ッ チを位置 1 に戻し て、 運転にも ど り ます。 

これで、 2 点制御と付着物モード の設定は完了です。

∆

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

4 測定レ ンジ 下げる場

合に押す

点灯 *
(500 pF)

消灯
(1600 pF)

点灯 / 消灯 /
点滅 **

2 点制御 ∆s/

付着物モード

1 回押す

2 回押す

消灯
付着物モード

消灯
∆s

点灯 / 消灯 /
点滅 **

* 工場出荷設定です。

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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6.2.7 スイ ッ チング遅延の設定

BA299Fen024

! 注意 ! 
• ス イ ッチング遅延によ り 、 遅延後に装置から レベル リ ミ ッ ト 信号が出ます。

これは、 充填プロセスや山を崩すこ と などによ って測定物表面が荒れている タ ン ク で特に役
立ちます。
遅延を行 う こ と によ って、 プローブが測定物に連続的に覆われてから、 タ ン ク の充填が終了
する よ う にな り ます。

• ス イ ッチング遅延の設定を短 く し過ぎる と、 測定物表面が安定する とすぐに充填プロセスが
再開する などの恐れがあ り ます。

" 警告 ! 
ス イ ッチング遅延の設定を長 く し過ぎ る と、 タ ン ク がオーバーフ ローする恐れがあ り ます。

ス イ ッチング遅延を設定するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッチを位置 5 まで回し ます。

2. "+" キーを少な く と も 2 秒間押し て、 次の高い値を選択し ます。 "+" キーまたは "-" キーを
そのま ま押し ている と、 値から値へスキ ッ プし ます。
可能な値が LED (1 ～ 4) で示されます。

3. 必要な値を設定し ます。

これで、 ス イ ッ チング遅延が設定されま し た。 モード ス イ ッ チを位置 1 に戻すこ と ができ ます
（運転）。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

5 デ ィ レース イ ッ チ 下げる場

合に押す

上げる場

合に押す

消灯
(0.3 秒 )

点灯 *
(1.5 秒 )

消灯
(5 秒 )

消灯
(10 秒 )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

* 工場出荷設定です。

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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6.2.8 自己テス ト  ( 機能試験 ) を作動させる

" 警告 ! 
誤って自己テス ト のプロセス を作動させないよ う にし て く ださい！
その結果、 例えばタ ン ク がオーバーフ ローする恐れなどがあ り ます。

BA299Fen025

! 注意 ! 
自己テス ト では、 ス イ ッチング状態をシ ミ ュ レーシ ョ ン し ます ( プローブが測定物に覆われてい
る / いない状態 )。
これによ って、 接続された装置が正し く 作動し ているかど う かチェ ッ クする こ と ができ ます。
自己テス ト は約 20 秒続き、 自動的に終了し ます。

自己テス ト を実行するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッ チを位置 6 まで回し ます。

2. "-" キー と "+" キーを同時に、 少な く と も 2 秒間押し ます。
 緑色 LED 5 が点滅する と、 自己テス ト は作動し ています。
緑色の運転 LED 1 が消灯し ます。

3. 約 20 秒後、 テス ト は終了し ます。 これは、 運転 LED 1 が点灯する こ と によ って示されま
す。

これで、 自己テス ト が実行されま し た。 モード ス イ ッチを位置 1 に戻すこ と ができ ます ( 運転 )。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

6 自己テス ト

( 機能試験 )

キーを両方 と も押す 点灯 *
( 停止中 )

点滅
( 作動中 )

点灯 / 消灯 
**

* 工場出荷設定です。

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。



設定

53

6.2.9 最低 / 最高 (MIN/MAX) フ ェ イルセーフモー ドの設定

BA299F

! 注意 ! 
フ ェ イルセーフモード を適切に選択する こ と によ って、 出力が静止電流によ り 常に安全な形で
動作する よ う にし ます。

- 最低フェイルセーフモード (MIN) ： し きい値を下回った ( プローブロ ッ ド / ロープが測定物に
覆われていない ) 、 またはエラーが発生、 またはラ イ ン電圧が異常の場合に、 出力が切 り 替
わ り ます。

- 最高フェイルセーフモード (MAX) ： し きい値を超過し た ( プローブロ ッ ド / ロープが測定物に
覆われた ) 、 またはエラーが発生、 またはラ イ ン電圧が異常の場合に、 出力が切 り 替わ り ま
す。

最高または最低フ ェ イルセーフモード を設定するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッチを位置 7 まで回し ます。

2. フ ェ イルセーフモード
- "-" キーを少な く と も 2 秒間押し て、 最低フ ェ イルセーフモード をオンにし ます。 緑色 

LED 1 が点灯し始めます。
- "+" キーを少な く と も 2 秒間押し て、 最高フ ェ イルセーフモード をオンにし ます。 緑色 

LED 5 が点灯し始めます。

これで、 フ ェ イルセーフモード が設定されま し た。 モード ス イ ッ チを位置 1 に戻すこ と ができ
ます ( 運転 )。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

7 最低 / 最高 (MIN/

MAX) フ ェ イルセーフ

モード

MIN の場

合に押す

MAX の場

合に押す

消灯
(MIN)

点灯 *
(MAX)

点灯 / 消灯 /
点滅 **

* 工場出荷設定です。

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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出力信号 FEI52

TI418Fen43

*  61 ページ の " ト ラブルシューテ ィ ング " を参照し て く ださい。

出力信号 FEI54

TI418Fen48

*  61 ページ の " ト ラブルシューテ ィ ング " を参照し て く ださい。
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出力信号 FEI55

TI418Fen51

*  61 ページ の " ト ラブルシューテ ィ ング " を参照し て く ださい。

出力信号 FEI53

TI418Fen46

*  61 ページ の " ト ラブルシューテ ィ ング " を参照し て く ださい。

出力信号 FEI57S

TI418Fen54

*  61 ページ の " ト ラブルシューテ ィ ング " を参照し て く ださい。
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6.2.10 センサ DAT (EEPROM) のア ッ プロー ド / ダウンロー ド

BA299Fen027

! 注意 ! 
• エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト のユーザの固有の設定 ( 空 / 満タ ン調整、し きい値調整など ) は、

センサ DAT (EEPROM) と エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト に自動的に保存されます。
• エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト でパラ メ ータが変更されるたびに、 センサ DAT (EEPROM) は自

動的に更新されます。
• エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を交換する場合、 マニュ アルア ッ プロード によ って、 すべての

センサ DAT (EEPROM) データがエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト に転送されます。 追加の設定は
不要です。

• 例えば、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト のユーザの固有の設定を、 複数のセンサ DAT 
(EEPROM) に転送する必要があ る場合は、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト を設置後、 マニュ アル
ダウ ン ロード を行 う 必要があ り ます。

- アップロード： ア ッ プロード では、 保存し たデータ をセンサ DAT (EEPROM) からエレ ク ト
ロニ ッ ク イ ンサー ト に転送し ます。 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト は、 も う 設定する必要はあ
り ません。 装置はこれで運転可能にな り ます。

- ダウンロード： ダウ ン ロード では、 保存し たデータ をエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト からセ
ンサ DAT (EEPROM) に転送し ます。

センサのア ッ プロード / ダウ ン ロード を実行するには、 以下のよ う に進めます ：

1. モード ス イ ッ チを位置 8 まで回し ます。

2. "-" キーを少な く と も 2 秒間押し て、 ダウ ン ロード を実行し ます ( エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ン
サー ト からのデータが、 センサ DAT (EEPROM) に転送されます )。
 ダウ ン ロー ド中、 緑色 LED 1 が点滅し ます。

3. "+" キーを少な く と も 2 秒間押し て、 ア ッ プロード を実行し ます ( センサ EEPROM からの
データが、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト に転送されます )。
 ア ッ プロー ド中、 緑色 LED 5 が点滅し ます。

これで、 データが転送されま し た。 モード ス イ ッ チを位置 1 に戻すこ と ができ ます ( 運転 )。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

8 センサ DAT (EEPROM) 

のア ッ プロード / ダウ

ン ロード

ダウ ン

ロー場合

に押す

ア ッ プ

ロード場

合に押す

点滅
( ダウ ン

ロード )

点滅
( ア ッ プ

ロード )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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6.2.11 工場出荷設定の回復

BA300Fen010

! 注意 ! 
• こ の機能では、 工場出荷設定を回復する こ と ができ ます。 これは、 装置がすでに一度校正済み

で、 例えばタ ン ク内の測定物を根本的に変更する場合に、 特に役立ちます。
• 工場出荷設定回復後は、 校正を再度行 う 必要があ り ます！

工場出荷設定を回復させるには、 以下のよ う に進めます ：

1. 機能ス イ ッチを位置 1 まで回し ます。

2. "-" キー と "+" キーを同時に、 少な く と も 10 秒間押し ます。 工場出荷設定を回復する間、 
LED 1 ～ 5 が連続的に点灯し ます。

3. 緑色 LED 1 と黄色 LED が点滅すれば、 工場出荷設定の回復は成功です。

これで、 工場出荷設定が回復されま し た。 測定レンジの設定 と校正を続ける こ と ができ ます。 

6.3 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI53 または FEI57S の設定

この章では、エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEI53 または FEI57S を備え る ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55、
FTI56 の設定について説明し ます。 これらのエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト は、 以下のフ ァーム
ウ ェア (FW) で動作し ます ：

• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI53 ： V 01.00.00
• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI57S ： V 01.00.00

! 注意 ! 
ス イ ッチングユニ ッ ト での校正の実行が完了する までは、 測定システムを運転する こ と はでき
ません。

校正の実行方法については、 ニボテス タ ス イ ッ チング装置 FTCxxx のマニュ アルを参照し て く
ださい。

モード 機能 - キー + キー 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ
設定

1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

1 操作 点滅
運転 LED

点滅
( 警告 /

ア ラーム )

点灯 / 消灯 /
点滅 **

工場出荷設定に復帰

 

キーを両方と も約 20 秒

間押す

点灯 -> -> -> -> 点滅 **

** ス イ ッ チステータ ス信号は、 選択し た取付位置 と フ ェ イルセーフモード (MIN/MAX) 設定に依存し ます。

校正がまだ行われていない場合は、 LED が点滅し ます。
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6.3.1 測定レンジを超過し た場合のアラーム応答の設定 

BA300Fen016

! 注意 ! 
• こ の設定では、 測定レンジを超過し た場合の、 測定システムのア ラーム応答を決定する こ と

ができ ます。 測定レ ンジを超過し た場合に、 ア ラームをオンにする、 またはオフにする こ と が
でき ます。

• ア ラーム応答に関する他の設定はすべて、 各ニボテス タ ス イ ッチング装置で設定する必要が
あ り ます。

6.3.2 測定レンジの設定

! 注意 ! 
• 測定レ ンジの選択 (0 ～ 500 pF と  0 ～ 1600 pF) は、 プローブの機能に依存し ます。
• プローブを リ ミ ッ ト ス イ ッチ と し て使用する場合は、 工場出荷設定 0 ～ 500 pF をそのま ま使

用する こ と ができ ます。
• 2 点制御用のプローブを使用する場合、 垂直取付については以下が適用されます ：

- プローブ長 1.0 m までの測定レ ンジは 0 ～ 500 pF が推奨です。
- プローブ長 4.0 m までの測定レ ンジは 0 ～ 1600 pF が推奨です。

その他の設定はすべて、 各ニボテス タ ス イ ッチング装置で行 う 必要があ り ます。

ディップ 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ 機能 1 ( 緑色 )
 運転可能

2 ( 赤色 )
エラー 

A 標準 1) ： 測定レ ンジを超過し た場合にア ラーム出力なし *。 点滅 消灯

測定レ ンジを超過し た場合にア ラームが 1 つ出力され

る。

点滅 点滅

1)  ソ リ キ ャ ッ プロ ッ ド / ローププローブを使用する と きは、 常にこ の動作モード を設定する必要があ り ま

す。

* 工場出荷設定です。

ディップ 発光ダイオード (LED 信号 )

スイッチ 機能 1 ( 緑色 )
 運転可能

2 ( 赤色 )
エラー 

B スパン ： 測定レ ンジが 0 ～ 500 pF*。 点滅 点滅 **/ 点灯 ***

スパン ： 測定レ ンジが 0 ～ 1600 pF*。 点滅 点滅 **/ 点灯 ***

* 工場出荷設定です。

** 修正でき るエラーが存在する場合は、 赤色 LED が点滅し ます。

*** 修正でき ないエラーが存在する場合は、 赤色 LED が連続的に点灯し ます。 61 ページ " ト ラブルシ ュー

テ ィ ング " も参照し て く ださい。
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7 保守
レベル測定装置ソ リ キ ャ ッ プ M には、 特別な保守作業は不要です。

外部の清掃

ソ リ キ ャ ッ プ M の外側を清掃する と きは、 使用する洗浄剤がハウジングの表面またはシールを
腐食させる こ と がないよ う にし て く ださい。

シール

このピ ッ ク ア ッ プのプロセスシールは、 特にモール ド されている シール ( 無菌バージ ョ ン ) を使
用し ている場合は、 定期的に交換する必要があ り ます。 交換間隔は、 洗浄サイ クルの頻度、 洗浄
温度、 測定物温度に依存し ます。

修理

エン ド レ ス＋ハウザー社の修理方針に従って、 測定装置はモジュール式構造を し、 ユーザーで
修理を行 う こ と ができ ます。
スペアパーツは、 各交換説明書付き キ ッ ト に論理的にグループ分け されています。 9.2 章 (62
ページ ) に、 すべてのスペアパーツキ ッ ト が、 注文番号と共に一覧で記載されています。 この
キ ッ ト をエン ド レ ス＋ハウザー社から注文し、 ソ リ キ ャ ッ プ M の修理に使用する こ と ができ ま
す。 サービ スおよびスペアパーツの詳細については、 エン ド レ ス＋ハウザー社アフ ターサービ ス
部門にお問い合わせ く ださい。

防爆認証装置の修理

防爆認証装置を修理する場合は、 以下の情報も考慮する必要があ り ます ：

• 防爆認証装置は、 経験のあ る熟練し た職員、 またはエン ド レ ス＋ハウザー社サービ スだけが
修理でき ます。

• 該当する規格、 国家 / 連邦防爆規格、 安全注意事項 (XA) および認証を遵守する必要があ り ま
す。

• エン ド レ ス＋ハウザー社の純正部品だけが使用でき ます。
• スペアパーツを注文する と きは、 型式銘板上の装置名称を書き留めて く ださ い。 部品は、 同じ

部品と しか交換でき ません。
• 修理は説明書に従って行います。 修理の後、 装置に指定されている個別のテス ト を行います。
• 認証装置は、 エン ド レ ス＋ハウザー社サービ スによ って、 他の認証された装置にのみ改造す

る こ と ができ ます。
• 装置に行ったあ ら ゆる修理および改造は記録する必要があ り ます。

交換

ソ リ キ ャ ッ プ M またはエレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト の交換後、 校正値を交換し た装置に転送す
る必要があ り ます。

- エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を交換し た場合は、 センサ DAT (EEPROM) の校正値をエレ ク ト
ロ ニ ッ ク イ ンサー ト にマニュ アルダウ ン ロード し て転送し ます。

- エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト を交換し た場合は、 センサ DAT (EEPROM) で校正値をエレ ク ト
ロ ニ ッ ク イ ンサー ト にマニュ アルア ッ プロード し て転送し ます。

つま り 、 新規に校正を行 う 必要な く 、 本装置を再起動する こ と ができ ます (56 ページの 6.2.10 
章も参照 )。
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8 ア クセサリ

8.1 日よけカバー

F13 および F17 ハウジング用
TSP17090 

8.2 過電圧保護 HAW569

• HAW569-A11A ( 非防爆エ リ アでの使用 )
• HAW569-B11A ( 防爆エ リ アでの使用 )

! 注意 ! 
どち らのバージ ョ ン も、 ハウ ジングに直接ネジ取 り 付けする こ と ができ ます (M20 × 1.5)。

信号ラ イ ンおよび構成部品における過電圧を制限するためのサージアレ ス タです。 HAW562Z モ
ジ ュールは、 防爆エ リ アでの使用する こ と ができ ます。

L00-FMI5xxxx-03-05-xx-xx-009

ÜS-Ableiter/Arrester
ENDRESS+HAUSER
HAW569

HAW569-A1 Uc 34.8 V
In 10 kA
IL 500 mA

protected
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト のエラー診断

! 注意 ! 
装置の設定または操作中にエラーが生じ た場合、 ご自身でエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト のエ
ラー診断を行 う こ と ができ ます。 こ の機能は、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52、 FEI54、
FEI55 でサポー ト されています ( 下記のエラー一覧表 1 と  2 を参照 )。

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEI53 と  FEI57S は、 2 つのタ イプのエラーを示し ます ：
• 修正可能なエラー ： 赤色 LED が点滅し ます。
• 修正不可能なエラー ： 赤色 LED が連続点灯し ます。

エラー検出と エラー解消の詳細については、 下記のエラー一覧表 2 を参照し て く ださい。

9.1.1 エラー診断を有効にする

! 注意 ! 
診断を行 う と、 装置の運転ステータ スに関する情報が得られます。
診断の結果は、 LED 1、 2、 4、 5 で示されます。 診断で、 複数のエ ラーが検出された場合は、 そ
の優先度に従って示されます。 深刻なエラー ( 優先度 3 など ) は常に、 よ り 深刻ではないエラー 
( 優先度 5 など ) の前に表示されます。 

エラー診断を有効にするには、 以下のよ う に進めます ：
1. 機能ス イ ッチを位置 1 にセ ッ ト し ます ( 運転 ) 。

2. "-" キーを少な く と も 2 秒間押し ます。

3. " エラー一覧表 1" には、 エラー可能性のあ る原因 と、 それを解消する情報が記載されてい
ます。

診断の LED エラー一覧表 1 (FEI52、FEI54、FEI55)

原因 対策 優先度1 ( 緑色 ) 2 ( 緑色 ) 3 ( 赤色 ) 4 ( 緑色 ) 5 ( 緑色 ) 6 ( 黄色 )

エラーな し。

点灯 内部エラー。 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の交換 1

点灯 校正ポ イ ン ト が、 測定レ ンジ リ ミ ッ ト に

近すぎ る。

し きい値を減らす、 または新しい取 り 付

け場所を選択する。

2

点灯 点灯 まだ校正が実行されていない。 空調整および / または満タ ン調整を実行

する。

3

点灯 直流 PNP 出力が過負荷であ る。 * 接続する負荷を減らす。 4

点灯 点灯 " プローブの測定物に覆われている状態 "

から " 覆われていない状態 " への静電容

量変化が小さ過ぎ る。

エン ド レ ス＋ハウザーサービ スにお問い

合わせ く ださい

5

点灯 点灯 センサ DAT (EEPROM) データが無効。 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト からのダウ

ン ロード を実行する。

6

点灯 点灯 点灯 プローブが検出されない **。 こ のプローブタ イプには互換性がない。

 ソ リ キ ャ ッ プ M プローブを使用する。

7

点灯 測定温度が、 許容温度範囲外にあ る。 指定し た温度範囲内でのみで本装置を動

作させる。

8

* エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52 のみに適用されます。

** 確立可能な センサ DAT (EEPROM) への接続が確立でき ませんでし た。

エラー一覧表 2 ( すべてのエレクトロニックインサート )

原因 対策

装置のス イ ッ チが入ら ない。 接続と供給電圧をチェ ッ クする。

ア ラーム LED が点滅する。 換気などで周囲温度を下げる、 あ るいはプローブへの接続を取 り 外し

た と きは装置を元に戻す。

ハウジング内に水が入った。 ハウ ジングを乾燥させ、 ケーブルグ ラ ン ド を きつ く 締め、 ハウ ジング

カバーを し っか り 密閉する よ う にする。
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9.2 スペアパーツ

! 注意 ! 
• スペアパーツは、 注文番号を示すと、 エン ド レ スハウザー社サービ ス組織から直接注文する

こ と ができ ます （下記参照）。 
• 対応する スペアパーツ番号が、 スペアパーツご と にあ り ます。 イ ン ス ト ールガイ ド は、 スペア

パーツに同梱されています。
• 注文する前に、 注文する スペアパーツがすべて、 型式銘板の表示と一致し ていなければな ら

ないこ と にご留意 く ださい。 そ う し ない と、 装置バージ ョ ンが型式銘板の情報と一致し な く な
り ます。

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト

• FEI52 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト
71025819

• FEI53 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト
71025820

• FEI54 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト
71025814

• FEI55 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト
71025815

• FEI57S エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト
71025816

ハウジング用カバー

• アル ミ ニウ ムハウジング F13 用カバー ： グレー、 シール リ ング付き
52002698

• ステンレ ス フ ィ ール ド ハウジング F15 用カバー ： シール リ ング付き
52027000

• ステンレ ス スチールハウジング F15 用カバー ： 留め金およびシール リ ング付き
52028268

• ポ リ エステルハウジング F16 用カバー、 フ ラ ッ ト ： グレー、 シール リ ング付き
52025606

• アル ミ ニウ ムハウジング F17 用カバー、 フ ラ ッ ト ： シール リ ング付き
52002699

• アル ミ ニウ ムハウジング T13 用カバー、 フ ラ ッ ト 、 電子部 ： グレー、 シール リ ング付き
52006903

• アル ミ ニウ ムハウジング T13 用カバー、 フ ラ ッ ト 、 端子部 ： グレー、 シール リ ング付
52007103

ステンレススチールハウジング用シールキ ッ ト

• ステンレ ス スチールハウジング F15 用シールキ ッ ト ： シール リ ング 5 個付き
52028179
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9.3 返却

修理または校正のために測定装置をエン ド レ ス＋ハウザー社に返却する前には、 以下の処置を
行 う 必要があ り ます ：
• 測定物の跡を取 り 除き ます。 測定物が侵入する恐れのあ る シールの隙間と溝は、 よ く 観察し ま

す。 測定物が、 可燃性、 毒性、 腐食性、 発癌性があ る など健康に対する リ ス ク を呈する場合に
は、 特に重要です。

• 常に、完全に記入済みの " 安全 / 洗浄確認依頼書 " を装置に同梱し て く ださい (" 安全 / 洗浄確認
依頼書 " の原紙は、 取扱説明書の巻末にあ り ます )。 これで、 エン ド レ ス＋ハウザー社では返
品された装置をチェ ッ ク または修理するだけですみます。

• 必要に応じ て、 装置の返却時に、 例えば EN 91/155/EEC に準拠し た安全データ シー ト など、
臨時取扱説明書を同梱し ます。

さ らに、 以下の事項を指定し ます ：
• 測定物の化学的および物理的特性
• 用途の説明
• 発生し たエラーの説明
• 装置の稼働時間

9.4 処分

処分時は、 材質を適切に分別し、 装置の構成部品を再利用する よ う にし ます。

9.5 フ ァームウ ェ アの履歴

• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI52 ： V 01.00.00
• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI54 ： V 01.00.00
• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI55 ： V 01.00.00
• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI53 ： V 01.00.00
• FW エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  FEI57S ： V 01.00.00

9.6 エン ド レスハウザー社の問い合わせア ド レス

この取扱説明書の裏ページに、 エン ド レ スハウザー社のイ ン ターネ ッ ト ア ド レ スが記載されて
います。 こ の Web サイ ト に、 ご質問があ る場合にご利用でき る問い合わせア ド レ スが示されて
います。
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10 技術データ 

10.1 入力

10.1.1 測定変数

粉粒体のレベルに依存し た、 プローブロ ッ ド と タ ン ク壁の間における静電容量変化のレベル リ
ミ ッ ト 検出です。 

10.1.2 測定レンジ (FEI5x すべてに該当 )

• 測定周波数 ：
500 kHz

• スパン ：
∆C = 0 ～ 1600 pF 

• 最終静電容量 ：

CE = 最大 1600 pF

• 初期静電容量 ( 調整可能 ) ：
CA = 0 ～ 500 pF ( レ ンジ 1 = 工場出荷設定 )
CA = 0 ～ 1600 pF ( レ ンジ 2)

10.1.3 入力信号

プローブが覆われている場合 →高い静電容量

プローブが覆われていない場合 →低い静電容量

10.2 出力

10.2.1 電気的絶縁

FEI52 ：
ロ ッ ド プローブ と電源の間

FEI54 ：
ロ ッ ド プローブ と電源と負荷の間

FEI53、 FEI55、 FEI57S
接続する ス イ ッチング装置を参照し て く ださい ( エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト での機能的電気的
絶縁 )

10.2.2 スイ ッ チング動作

 2 値すなわち ∆s モード ( ス ク リ ューコ ンベヤの制御 )

10.2.3 パワーオン時の動作

電源がオンになる と、 出力ス イ ッ チステータ スが、 ア ラーム時の信号 と一致し ます。 最長 3 秒後
に、 適正なス イ ッチ状態にな り ます。
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10.2.4 フ ェ イルセーフモー ド

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト で、 最低 / 最高安全機能を切 り 替え る こ と ができ ます (FEI53 およ
び FEI57S のみ、 ニボテス タ FTCxxx 上で設定 )

MIN = 最低安全 ： プローブが剥きだしになる と、 出力が安全優先側に切 り 替わ り ます
 ( ア ラーム時の信号 )。 例えば、 から引き防止やス ク リ ューコ ンベヤ保護に使用

MAX= 最高安全 ： プローブがが覆われる と、 出力が安全優先側に切 り 替わ り ます
 ( ア ラーム時の信号 )。 例えば、 あふれ防止で使用

10.2.5 出力遅延

FEI52、 FEI54、 FEI55
エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト でイ ン ク リ メ ン ト 式に調整する こ と ができ ます ： 0.3 ～ 10 秒

FEI53、 FEI57S
接続されたニボテス タ伝送器に依存し ます。

10.3 性能特性

10.3.1 基準動作条件

• 温度 ： +20 ℃ ± 5 ℃

• 圧力 ： 1013 
hPa ( 絶対圧 )  ± 20 hPa

• 湿度 ： 65 % ± 20%

10.3.2 し きい値

再現性 ： 0.1 % ( 対プローブ長 )

10.3.3 周囲温度の影響

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト

< 0.06 %/10 K ( 対フルス ケール値 )

ハウジング分離型

接続ケーブルの容量変化 0.015 pF/mK

10.4 動作条件 ： 環境

10.4.1 周囲温度範囲

• 伝送器の周囲温度 ： 50 ℃ ～ +70 ℃ ( デ ィ レーテ ィ ングに注意 ； 67 ページを参照 )

• 日差しの強い屋外で使用する場合は、 日よけカバーを使用し て く ださ い。
日よけカバーの詳細については、 60 ページを参照し て く ださい。

10.4.2 保管温度

-50 ℃ ～ +85 ℃ 

10.4.3 気候区分

DIN EN 60068-2-38/IEC 68-2-38 ： test Z/AD



技術データ

66

10.4.4 保護等級

EN60529 に準拠

10.4.5 耐振動性

DIN EN 60068-2-64/IEC 68-2-64 ： 20 ～ 2000 Hz、 1 (m/s2)2/Hz

10.4.6 清掃 

ハウジング：

清掃する と きは、 使用する洗浄剤がハウ ジングの表面またはシールを腐食させる こ と がないよ
う にし て く ださい。

プローブ： 

用途によ っては、 付着物 ( 汚染および汚れ ) をプローブロ ッ ド上に形成させて もかまいません。
材料付着物の程度が高ま る と、 測定結果に影響を与え る恐れがあ り ます。 測定物によ って付着物
の程度が高ま る傾向にあ る場合は、 定期的に清掃する よ う お勧めし ます。 清掃の と きは、 プロー
ブロ ッ ド の絶縁材が損傷し ないよ う にする こ と が大切です。 洗浄剤を使用する場合は、 それに対
し て材料に耐性があ る こ と を確認し て く ださい！

10.4.7 電磁適合性 (EMC)

• EN 61326 に準拠し た干渉波の放出、 電気装置ク ラ ス B
EN 61326、 付録 A ( 工業分野 ) および NAMUR 勧告 NE 21  (EMC) に準拠し た干渉波の適合性

• 市販の計器用ケーブルを使用する こ と ができ ます。

10.4.8 衝撃抵抗

DIN EN 60068-2-27/IEC 68-2-27 ： 30g 加速度

IP66 IP67 IP68 NEMA4X

ポ リ エステルハウジング F16 X X - X

ステン レ ス フ ィ ール ド ハウ ジング 

F15

X X - X

アル ミ ニウ ムハウジング F17 X X - X

アル ミ ニウ ムハウジング F13

気密プロセスシール付き 

X - X X

アル ミ ニウ ムハウジング T13

気密プロセスシールおよび 端子部

分離型 (EEx d)

X - X X

ハウジング分離型 X - X X
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10.5 動作条件 ： プロセス

10.5.1 プロセス温度レンジ

ハウジングの許容周囲温度 Ta は、 タ ン ク内のプロセス温度 Tp に依存し ます。

ロ ッ ド プローブ FTI55

部分絶縁 (PPS ： ポ リ フ ェニレ ンサルフ ァ イ ド ) ：

TI418F60

完全絶縁 (PE ： ポ リ エチレ ン ) ：
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ローププローブ FTI56

部分絶縁 (PTFE ： ポ リ テ ト ラ フルオロエチレ ン ) ：

TI418F62

完全絶縁 (PA ： ポ リ ア ミ ド ) ：

TI418F63
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10.5.2 プロセス圧力と温度デ ィ レーテ ィ ング

ロ ッ ド プローブ FTI55

ローププローブ FTI56

部分絶縁 (PPS ： ポ リ フ ェニレ ンサルフ ァ イ ド ) ：

TI418F64

完全絶縁 (PE ： ポ リ エチレ ン ) ：

TI418F65

部分絶縁 (PTFE ： ポ リ テ ト ラ フルオロエチレ ン ) ：

TI418F64

完全絶縁 (PA ： ポ リ ア ミ ド ) ：

 TI418F66
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10.5.3 適用例 

砂、 ガ ラ ス骨材、 砂利、 鋳型砂、 石灰、 鉱石 ( 破砕 )、 石膏、 アル ミ 切 り 粉、 セ メ ン ト 、 穀物、
軽石、 小麦粉、 ド ロマイ ト 、 甜菜、 カオ リ ン、 飼料、 および同様の粉粒体。

一般的に ：
比誘電率 εr ≥ 2.5 の粉粒体。

10.6 その他の規格と ガイ ド ラ イ ン

EN 60529

ハウジングによ る保護等級 (IP コード )

EN 61010

測定、 制御、 調整および実験手順用電気機器のための保護基準

EN 61326

干渉波の放出 ( 装備等級 Ｂ)、 干渉波の適合性 ( 付加 A －工業エ リ ア )

NAMUR

化学工業計測 ・ 制御基準委員会

10.7 関連文書

! 注意 ! 
この関連文書は、 当社ウ ェブサイ ト  (www.endress.com) の製品ページで入手する こ と もでき ます。

10.7.1 技術仕様書

• ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55、 FTI56
TI418F

10.7.2 認証 ( 準備中 )

安全情報 (ATEX)

• ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55、 FTI56
ATEX II 1 D Ex tD A20 IP65 T 90 ℃、
ATEX II 1/2 D Ex tD A20/A21 IP65 T 100 ℃、
XA389F/00/a3

制御図

• ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55、 FTI56
FM
ZDxxxF

• ソ リ キ ャ ッ プ M FTI55、 FTI56
CSA
ZDxxxF
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10.7.3 特許

本製品は、 下記に一覧表示されている特許の少な く と も １ つによ って保護されています。

その他の特許は開発中です。

• DE 203 00 901 U1

• DE 103 22 279、
WO 2004 102 133、
US 2005 003 9528

• DE 203 13 695、
WO 2005 025 015



■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA 300F/33/ja/08.06(06.10)
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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